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はじめに

IBM® SPSS® Statistics は、データ分析の包括的システムです。欠損値
は、このマニュアルで説明されている追加の分析手法を提供するオプ
ションのアドオン モジュールです。欠損値 アドオン モジュールは SPSS
Statistics Core システムと組み合わせて使用し、Core システムに 完
全に統合されます。

SPSS Inc., an IBM Company について

SPSS Inc., an IBM Company は、余禄分析ソフトウェアおよびソリューショ
ンの世界的なリーディング カンパニーです。当社のデータ収集、統計、モ
デリング、展開という製品の包括的なポートフォリオによりお客様の考え
や意見を収集、見込み客との対話の結果を予測、分析を業務プロセスに組
み込むことによりこれらの見解に判断を下すことができます。SPSS Inc. の
ソリューションにより、分析、IT アーキテクチャ、業務プロセスの収束に
焦点を当て、組織全体の相互接続した経営目標に取り組みます。世界中の
民間、政府、学術分野のお客様が SPSS Inc. のテクノロジを包括的に利
用しています。お客様の関心を呼び、拡大する一方、不正やリスクを軽
減、緩和します。2009 年 10 月、SPSS Inc. は IBM 社に買収されました。
詳細は http://www.spss.com をご覧ください。

テクニカル サポート

テクニカル サポートのサービスをご利用いただけます。SPSS Inc.製品の
使用方法や、対応しているハードウェア環境へのインストールに関して
問い合わせることもできます。テクニカル サポートにご連絡するには、
http://support.spss.com の SPSS Inc. Web サイトを参照いただくか、
http://support.spss.com/default.asp?refpage=contactus.asp の Web サイ
トでお近くの営業所にお問い合わせください。連絡の際は、所属団体名、
サポート契約などを確認できるよう、あらかじめ手元にご用意ください。

カスタマ サービス

製品の発送やお支払いに関してご質問がある場合は、SPSS 社までお問い
合わせください (SPSS Japan のホームページは http://www.spss.co.jp で
す)。お問い合せの際には、シリアル番号をご用意ください。
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トレーニング セミナー

SPSS Inc. では一般公開およびオンサイトで トレーニング セミナーを実施
しています。セミナーでは実践的な講習を行います。セミナーは主要都市
で定期的に開催されます。セミナーの詳細については、SPSS 社までお問
い合わせください (SPSS Japan のホームページは http://www.spss.co.jp
です)。

追加の出版物

Marija Noruš による『SPSS Statistics: Guide to Data Analysis』、『SPSS
Statistics: Statistical Procedures Companion』、『SPSS Statistics:
Advanced Statistical Procedures Companion』が Prentice Hall から出版さ
れました。補助的な資料としてご利用いただけます。これらの出版物に
は、SPSS Statistics Base モジュール、Advanced Statistics モジュール、
Regression モジュールの統計的手続きについて記載されています。初めて
データ分析を行う場合、高度なアプリケーションを使用する場合に応じ
て、この本は IBM® SPSS® Statistics が提供している機能を効率よく使用す
るための手助けとなります。出版物の内容、サンプルの図表などの詳細
は、作者の Web　サイトを参照してください。 http://www.norusis.com
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章

1
欠損値の概要

典型的なモデリング手順は単に欠損値を伴うケースを分析から破棄するた
め、これらのケースにより難題がもたらされます。いくつかの欠損値 (
すべてのケースのうちのおよそ 5% 未満) があり、それらの値がランダム
に欠損している （つまり値が欠損しているかどうかが他の値に依存しな
い） 場合、典型的なリストごとの削除の方法は比較的 “安全” です。
欠損値オプションは、リストごとの削除が十分かどうか判断する際に役
立ちます。また十分でない場合は、このオプションにより欠損値を取り
扱う方法が提供されます。

欠損値分析対多重代入手順

欠損値オプションは、欠損値を取り扱う手順のセットを 2 つ提供します。

 多重代入手順は、最終的な欠損値の多重代入に適合された、欠損データ
のパターンの分析を提供します。つまり、データセットの多重バージョ
ンが作成され、それぞれのバージョンには独自の代入値のセットが含ま
れます。統計分析が実行される際、すべての代入されたデータセットに
対するパラメータ推定値はプールされます。この手順では、一般的に単
独の代入より正確な推定値が提供されます。

 欠損値分析は、欠損データ分析用の記述ツール (特に Little の MCAR 検
定) の微妙に異なるセットを提供します。この分析にはさまざまな単
一代入方法が含まれます。通常、多重代入は単一代入よりも優れてい
ると考えられている点に注意してください。

欠損値タスク

以下の基本的な手順に従って、欠損値の分析を行えます。

E 欠損を調べる。 欠損値分析とパターン分析を使用してデータ中の欠損値のパ
ターンを調査して、多重代入が必要かどうか判断します。

E 欠損値を代入する。 欠損データ値の代入を使用して、欠損値を多重代入
します。

E “完成した” データを分析する。 多重代入データをサポートする任意の手順を
使用する。多重代入データセットの分析およびこれらのデータをサポー

© Copyright SPSS Inc. 1989, 2010 1
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トする手順のリストの詳細については、多重代入データの分析 p.32 を
参照してください。



章

2
欠損値分析

Missing Value Analysis 手続きでは、次の 3つの主要な機能を実行します。

 欠損データのパターンを示す。欠損値のある場所。欠損値の程度。変数
ペアには、複数のケースにおいて値が欠損する傾向があるかどうか。
データ値は極値であるかどうか。値はランダムに欠損しているか。

 リストごと、ペアごと、回帰法、または EM (期待値の最大化) 法と
いったさまざまな欠損値手法で平均値、標準偏差、共分散、および相
関を推定する。ペアごとの手法では、ペアごとの完全なケースの度
数も表示されます。

 回帰法または EM 法を使用して欠損値に推定値を代入します。しかし、多
重代入のほうが、より正確な結果を通常生み出すと考えられています。

欠損値分析では、不完全データが原因であるいくつかの懸念に対応できま
す。欠損値のあるケースが欠損値のないケースと系統的に異なる場合、そ
の結果が誤解を招くものとなることがあります。また、情報が最初の計
画より少ないため、欠損データによって、計算された統計量の精度が低
下する場合がありす。もう 1 つの懸念は、多くの統計手続きにおける仮
定が完全なケースに基づいており、欠損値があると必要な理論が複雑に
なる場合があるということです。

例: 白血病の治療法を評価する際に、数個の変数を測定するとします。ただ
し、全患者の測定値がすべて揃っているわけではありません。欠損デー
タのパターンを表示、集計した結果、ランダムであることがわかりまし
た。EM 分析を使用して、平均値、相関、および共分散を推定します。これ
は、データが完全にランダムに欠損しているかどうかを判断するために
も使われます。次に、欠損値は代入値に置き換えられ、さらに分析する
ために新しいデータファイルに保存されます。

統計量。 非欠損値数、平均値、標準偏差、欠損値数、極値数などの 1 変量
統計量。リストごと、ペアごと、EM 法、または回帰法を使用した推定平均
値、分散共分散行列、相関行列。EM 結果による Little の MCAR 検定。手法
別の平均集計。欠損値と非欠損値で定義されるグループの場合は t 検定。
すべての変数: ケース対変数に表示される欠損値パターン。
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データの考慮事項

データ。 データは、カテゴリ変数または量的変数 (スケール変数または連続
変数) のどちらでもかまいません。ただし、統計量を推定して、量的変数
の場合にのみ欠損値を代入することができます。各変数では、システム欠
損値としてコード化されていない欠損値は、ユーザー欠損値として定義す
る必要があります。たとえば、あるアンケート項目に対し、「分からな
い」という回答が 5 でコード化されており、これを欠損値として扱いたい
場合は、5 をユーザー欠損値としてコード化する必要があります。

度数による重み付け。 度数 (複製) による重み付けは、この手続きによって
処理されます。負の値または 0 の複製による重み付けを持つケースは無視
されます。非整数値の重み付けは切り捨てられます。

仮定。 リストごと、ペアごと、および回帰の推定では、欠損値パターンが
データ値に依存しないと仮定します(この条件を完全にランダムな欠損、ま
たは MCAR と呼びます)。したがって、データが MCAR であるとき、すべての
推定手法 (EM 法も含む) では相関および共分散の一貫した不偏推定値が得
られます。MCAR 仮定に反すると、リストごと、ペアごと、および回帰法
によって得られる推定値が偏ることがあります。データが MCAR ではない
場合は、EM 推定を使用する必要があります。

EM 推定は、欠損値のパターンは観測データのみに関連するという仮定に依
存します(この条件をランダムな欠損、または MAR と呼びます)。この仮定
では、利用可能な情報を使用して推定値を調整できます。たとえば、教育
と収入の調査において、教育レベルの低い被験者のほうが収入の欠損値が
多くなる可能性があります。このケースでは、データは MCAR ではなく MAR
です。つまり、MAR の場合、収入が記録される確率は被験者の教育のレベ
ルに依存します。この確率は、その教育レベル内の収入ではなく、教育に
よって異なります。また収入が記録される確率が各教育レベル内の収入の
値によっても異なる場合 (たとえば、高収入の人々は収入を報告しないな
ど)、データは MCAR でも MAR でもありません。この状況は一般的ではあり
ませんが、該当する場合、どちらの手法も適切ではありません。

関連手続き。 多くの手続きでは、リストごとまたはペアごとの推定を使用す
ることができます。線型回帰および因子分析では、平均値で欠損値を置き
換えることができます。予測アドオン モジュールには、時系列の欠損値
を置き換える複数の手法が用意されています。

欠損値分析を行うには

E メニューから次の項目を選択します。

分析(A) > 欠損値分析...
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図 2-1
[欠損値分析] ダイアログ ボックス

E 統計量を推定し、オプションで欠損値を代入するために、量的 (スケール)
変数を選択します。

オプションとして、次の選択が可能です。

 カテゴリ変数 (数値型または文字型) を選択し、カテゴリ数の上限
([Maximum Categories (最大カテゴリ数)]) を入力します。

 [パターン] をクリックすると、欠損値のパターンが集計されます。詳細
は、 p.6 欠損値のパターンの表示 を参照してください。

 [記述統計] をクリックすると、欠損値の記述統計が表示されます。詳細
は、 p.8 欠損値の記述統計の表示 を参照してください。

 統計の推定手法 (平均、共分散、相関) と代入する欠損値を選択しま
す。詳細は、 p.9 統計量の推定と欠損値の代入 を参照してください。

 EM または回帰を選択する場合は、[変数] をクリックして推定に使用す
るサブセットを指定します。詳細は、 p.13 予測される変数と予測
する変数 を参照してください。

 ケースのラベル変数を選択します。この変数は、個々のケースを表示す
るパターン テーブル内のケースにラベルを付けるために使用します。
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欠損値のパターンの表示
図 2-2
[Missing Value Analysis Patterns (欠損値分析 - パターン)] ダイアログ ボックス

欠損値のパターンと程度を示すさまざまなテーブルを表示できます。こ
れらのテーブルを使って、次を確認できます。

 欠損値のある場所

 変数ペアが個々のケースで値を欠損する傾向

 データ値が極値かどうか

表示

欠損データのパターンを表示するために、3 種類のテーブルが用意され
ています。

ケースの集計。 分析変数の欠損値パターンが集計され、各パターンの度数分
布表が表示されます。パターンの類似性によって度数と変数を並べ替える
場合は、[Sort variables by missing value pattern (欠損値パターンごとに変数を並べ替える)]

を使用します。発生度数の低いパターンを除外する場合は、[Omit patterns

with less than n % of cases (n % 未満のケースのパターンを省略する)] を使用します。
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欠損値のあるケース。 欠損値または極値のある各ケースが、各分析変数に対
して作表されます。パターンの類似性によって度数と変数を並べ替える
場合は、[Sort variables by missing value pattern (欠損値パターンごとに変数を並べ替え

る)] を使用します。

すべてのケース。 各ケースが作表され、各変数の欠損値および極値が示され
ます。[並べ替え] で変数を指定しない限り、ケースはデータファイルでの表
示順と同じ順序で一覧表示されます。

個々のケースを表示するテーブルでは、次の記号が使用されます。

+ 極大値

- 極小値

S システム欠損値

A ユーザー欠損値の第 1 タイプ

B ユーザー欠損値の第 2 タイプ

C ユーザー欠損値の第 3 タイプ

変数

分析に含まれている変数についての追加情報を表示できます。[Additional

Information for (追加情報)] に追加した変数は、欠損パターン テーブルに個々に
表示されます。量的 (スケール) 変数の場合は平均が表示され、カテゴリ変
数の場合は各カテゴリのパターンがあるケースの数が表示されます。

 並べ替え。 指定した変数のケースが昇順または降順で並べ替えられま
す。[全てのケース] でのみ使用できます。

欠損値パターンを表示するには

E [欠損値分析] メイン ダイアログ ボックスで、欠損値パターンを表示する
変数を選択します。

E [パターン] をクリックします。

E 表示するパターン テーブルを選択します。
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欠損値の記述統計の表示
図 2-3
[欠損値分析 - 記述統計] ダイアログ ボックス

1 変量統計

1 変量統計は、欠損値の一般的な程度を特定するのに役立ちます。各
変数について次が表示されます。

 非欠損値の数

 欠損値の数とパーセント

量的 (スケール) 変数の場合は、次も表示されます。

 平均値

 標準偏差(D)

 極大値と極小値の数

指示変数統計

各変数に指示変数が作成されます。このカテゴリ変数は、個々のケースに
変数があるかないかを示します。指示変数は、不一致、t 検定、および度
数分布表を作成するために使用します。

不一致のパーセント。 変数のペアごとに、一方の変数は欠損値、もう一方の
変数は非欠損値というケースのパーセントを表示します。表中の各対角要
素には、1 つの変数の欠損値のパーセントが含まれます。

指示変数ごとに形成されたグループによる t 検定。 スチューデントの T 統計量
を使って、各量的変数の 2 グループの平均値を比較します。グループに
よって、変数があるかないかを指定します。2 つのグループの t 統計量、
自由度、欠損値および非欠損値の度数、および平均が表示されます。ま
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た、t 統計量に関する両側確率も表示できます。分析で複数の検定を行う
場合、これらの確率を有意性検定に使用しないでください。これらの確率
は、1 つの検定を行う場合にのみ適しています。

カテゴリおよび指示変数のクロス集計表。 カテゴリ変数ごとの表が表示されま
す。それぞれのカテゴリについて、他の変数の非欠損値の度数とパーセント
がこの表に表示されます。各欠損値タイプのパーセントも表示されます。

n % 未満のケースの欠損変数を省略する。 表を小さくするために、少数のケー
スで計算される統計量を除外することができます。

記述統計を表示するには

E [欠損値分析] メイン ダイアログ ボックスで、欠損値の記述統計量を表
示する変数を選択します。

E [記述統計] をクリックします。

E 表示する記述統計を選択します。

統計量の推定と欠損値の代入

リストごと (完全なケースのみ)、ペアごと、EM (期待値の最大化) 法、
または回帰法を使用して、推定平均、標準偏差、共分散、相関を推定で
きます。また、欠損値を代入することもできます (推定置換値)。欠損値
の問題の解決には、通常、多重代入が単一代入よりも優れていると考え
られている点に注意してください。代入が必要かどうか判断するには、
Little の MCAR 検定が便利です。

リストごと

この手法では、完全なケースのみを使用します。いずれかの分析変数に欠
損値が含まれている場合、そのケースは計算から除外されます。

ペアごと

この手法では、ペアの分析変数を調べ、両方の変数に非欠損値が含まれて
いる場合にのみケースを使用します。度数、平均、標準偏差は、ペアごと
に個別に計算されます。ケース中の他の欠損値は無視されるため、2 つの
変数の相関と共分散はその他の変数の欠損値には依存しません。

EM 法

この手法では、一部欠損データの分布を仮定し、この分布の尤度を基に推
論を導き出します。各反復は、E ステップと M ステップで構成されていま
す。E ステップでは、パラメータの観測値と現在の推定値を前提に、「欠
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損」データの条件付き期待値を求めます。次に、これらの期待値は「欠
損」データと置き換えられます。M ステップでは、欠損データが入力され
ている場合でも、パラメータの最大尤度推定が計算されます。欠損値が直
接入力されていないため、「欠損」のようにかっこで囲みます。その代わ
り、これらの関数は対数尤度で使用されます。

値が完全にランダムに欠損しているかどうか (MCAR) を検定するための
Roderick J. A. Little のカイ 2 乗統計量が、EM 行列の脚注として印刷さ
れます。この検定の帰無仮説は、データが完全にランダムに欠損してお
り、p 値は 0.05 レベルで有意となります。値が 0.05 未満の場合、デー
タは完全にランダムには欠損していません。データはランダムに欠損し
ている (MAR) か、ランダムに欠損していない (NMAR) のどちらかです。ど
ちらか一方を仮定することはできないので、データを分析し、どのよう
に欠損しているかを判断する必要があります。

回帰法 (因子分析)

この手法では、多重線型回帰推定値を計算します。また、ランダム成分で
推定値を増加するオプションがあります。この手続きでは、各予測値に
対し、ランダムに抽出した完全なケース、ランダム正規偏差、または t
分布の (残差平均平方の平方根で計測された) ランダム偏差からの残差
を加えることができます。
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EM 推定のオプション

図 2-4
[Missing Value Analysis EM (欠損値分析 - EM)] ダイアログ ボックス

EM 法では反復プロセスを使用し、欠損値のある量的 (スケール) 変数の平
均、分散共分散行列、および相関を推定します。

分布。 EM 法では、特定の分布の尤度に基づいて推定を行います。デフォル
トでは、正規分布であると仮定します。分布の裾が正規分布より長いこと
がわかっている場合、手続きでスチューデントの t 分布から自由度 n で尤
度関数が作成されるように要求できます。混合正規分布には、裾の長い分
布も用意されています。混合正規分布の標準偏差の比と、2 つの分布の混
合比率を指定します。混合正規分布では、分布の標準偏差のみが異なると
仮定します。平均は同じであることが必要です。

最大反復回数。 最大反復回数を設定して、真の共分散を推定します。推定値
が収束されなくても、この反復回数に達すると手続きは停止します。

完了したデータの保存。 代入された値を持つデータセットを欠損値の場所に
保存することができます。ただし、代入値を使用する共分散に基づく統計
量は、それぞれのパラメータ値を過小評価するので、注意が必要です。過
小評価度は、同時に観測されていないケースの数に比例します。

EM オプションを指定するには

E [欠損値分析] メイン ダイアログ ボックスで、EM 法を使用して欠損値を
推定表示する変数を選択します。
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E [推定] グループから [EM] を選択します。

E 予測される変数と予測する変数を指定するには、[変数] をクリックします。
詳細は、 p.13 予測される変数と予測する変数 を参照してください。

E [EM] をクリックします。

E 必要な EM オプションを選択します。

回帰推定のオプション

図 2-5
[欠損値分析 - 回帰] ダイアログ ボックス

回帰法では、多重線型回帰を使用して欠損値を推定します。予測された変
数の平均、分散共分散行列、および相関行列が表示されます。

推定の調整。 回帰法により、回帰推定にランダムな成分を追加すること
ができます。残差、正規変量、スチューデントの t 変量、または調整な
しを選択できます。

 残差. 誤差項を、完全なケースの観測された残差から無作為に選択し
て、回帰推定に加えます。

 正規変量. 期待値が 0 で、標準偏差が回帰の平均平方誤差項の平方根と
等しい分布から、誤差項を無作為に引き出します。

 ステューデントの T 変量. 指定された自由度を有する T (n) 分布から無作為
に誤差項を引き出し、平均平方誤差の平方根 (RMSE) で尺度化します。

最大予測数。 推定過程で使用する予測 (独立) 変数の最大数を設定します。
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完了したデータの保存。 回帰法による推定値で欠損値を置き換え、現在の
セッションまたは外部の IBM® SPSS® Statistics データファイルにデー
タセットを書き込みます。

回帰オプションを指定するには

E [欠損値分析] メイン ダイアログ ボックスで、回帰法を使用して欠損値を
推定表示する変数を選択します。

E [推定] グループから [回帰] を選択します。

E 予測される変数と予測する変数を指定するには、[変数] をクリックします。
詳細は、 p.13 予測される変数と予測する変数 を参照してください。

E [回帰] をクリックします。

E 必要な回帰オプションを選択します。

予測される変数と予測する変数

図 2-6
[Missing Value Analysis Variables for EM and Regression (EM および回帰の欠損値分析変
数)] ダイアログ ボックス
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デフォルトでは、EM および回帰推定にすべての量的変数が使用されます。
必要に応じて、推定で使用する予測される変数および予測する変数とし
て、特定の変数を選択できます。特定の変数を両方のリストに含めること
ができますが、変数の使用を制限すべき状況もあります。たとえば、結果
変数の値を推定することを控えたいと考える分析者もいます。また、異な
る推定に異なる変数を使用し、手続きを複数回実行する場合もあります。
たとえば、看護士の評価と医師の評価に関するそれぞれの項目セットがあ
る場合、看護士項目を使用してその欠損項目の推定を行い、もう一度別の
推定を実行して医師項目の推定値を求めることができます。

回帰法を使用するときには、もう 1 つの懸念事項があります。多重回帰
では、独立変数の大きなサブセットを使用すると、小さなサブセットより
劣る予測値が得られる場合があります。したがって、変数を使用するに
は、投入される F 値制限として 4.0 を満たす必要があります。この制限
は、シンタックスで変更できます。

予測される変数と予測変数を指定するには

E [欠損値分析] メイン ダイアログ ボックスで、回帰法を使用して欠損値を
推定表示する変数を選択します。

E [推定] グループから [EM] または [回帰]を選択します。

E [変数] をクリックします。

E 予測される変数および予測変数として、すべての変数ではなく特定の変
数を使用する場合は、[変数を選択] を選択して変数を該当するリストに移
動します。

MVA コマンドの追加機能

コマンド シンタックス言語を使用して、次のことも実行できます。

 MPATTERN、DPATTERN、または TPATTERN サブコマンドで DESCRIBE
キーワードを使用して、欠損値パターン、データ パターン、および集
計パターンに別々の記述変数を指定します。

 DPATTERN サブコマンドを使用して、データ パターン表に複数の並べ
替え変数を指定します。

 DPATTERN サブコマンドを使用して、データ パターン表に複数の並べ
替え変数を指定します。

 EM サブコマンドを使用して、許容度と収束基準を指定します。

 REGRESSION サブコマンドを使用して、許容度と投入される F 値を指
定します。
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 EM および REGRESSION サブコマンドを使用して、EM および回帰に異
なる変数リストを指定します。

 TTESTS、TABULATE、および MISMATCH のそれぞれに、表示されるケー
スを非表示にするパーセントを指定します。

複雑なシンタックス情報については、「コマンド シンタックス リファレン
ス」を参照してください。
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3
多重代入

多重代入の目的は欠損値の代わりに使用可能な値を生成して、データの “
完全” なセットをいくつか作成することです。多重代入データセットで使
用される分析手続きは、それぞれの “完全” なデータセットに対する出力
に加え、元のデータセットに欠損値がなかった場合の結果を推定するプー
ルされた出力を作成します。通常、これらのプールされた結果は、単一代
入方法により求められる結果よりも正確です。

分析変数。 分析変数は次のようになります。

 名義データ. 値がランキングなどを持たないカテゴリを表していると
き､名義 (変数) として取り扱うことができます。たとえば、従業員
の会社の所属などです。名義変数の例としては、地域やジップ コー
ドや所属宗教などがあります。

 順序データ. 値がランキングをもったカテゴリを表しているとき、変数を
順序として取り扱うことができます。たとえば、「かなり不満」から
「かなり満足」までのようなサービス満足度のレベルなどです。順序変
数の例としては、満足度や信頼度を表す得点や嗜好得点などです。

 スケール データ. 値が有意な基準を持った順序カテゴリを表していると
き、変数をスケール (連続型) として扱うことができます。値間の距離
の比較などに適切です。スケール変数の例としては、年齢や、千ドル
単位で表した所得があります。

この手続きは適切な尺度がすべての変数に割り当てられると仮定しま
す。ただし、ソース変数リスト内の変数を右クリックしコンテキス
ト メニューから尺度を選択して、変数の尺度を一時的に変更するこ
とができます。

変数リストで各変数の隣にあるアイコンは、次のような尺度とデータ
型を表します。

データの型測定レベル

数値 文字列 日付 時刻

スケール (連
続)

利用不可

© Copyright SPSS Inc. 1989, 2010 16
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順序

名義

度数による重み付け。 度数 (複製) による重み付けは、この手続きによって
処理されます。負の値または 0 の複製による重み付けを持つケースは無視
されます。非整数値の重み付けは最も近い整数に丸められます。

分析の重み付け: 分析 (回帰または抽出) の重み付けは、欠損値の要約およ
び代入モデルの当てはめに組み込まれています。負の値または 0 の分析の
重み付けを持つケースは除外されます。

コンプレックス サンプル 多重代入の手続きは、分析重み変数の形式の最終抽
出重みを受け入れることができますが、明確にはストラータ、クラスタ
またはコンプレックス サンプリング構造を処理しません。コンプレック
ス サンプリング手続は多重代入データセットを自動的には分析しないこ
とに注意してください。プールのサポートのリストの詳細は、「多重代
入データの分析 p.32 .」を参照してください。

欠損値。 ユーザ欠損値およびシステム欠損値は両方とも無効な値として取
り扱われます。つまり、両タイプの欠損値は値が代入される際に置き換
えられ、両方とも代入モデルで予測変数として使用される変数の無効な
値として取り扱われます。欠損値の分析では、ユーザー欠損値とシステ
ム欠損値は同様に欠損として取り扱われます。

結果の再現 (欠損データ値の代入)。 代入の結果を正確に再現するには、同じ
手続きの設定を行うだけでなく、乱数ジェネレータに同じ初期化の値、同
じデータの順序、同じ変数の順序を使用します。

 乱数ジェネレータ。 この手続きでは、代入値の計算時に乱数ジェネレータ
を使用します。今後同じランダム化された結果を再生成するには、[欠
損データ値を代入] 手続きをそれぞれ実行する前に乱数ジェネレータに
同じ初期化の値を使用します。

 ケースの並び順。 値はケースの並び順に従って代入されます。

 変数の順序。 完全条件指定 (FCS) 代入方法は、[分析変数] リストで指定
された順序で値を代入します。

多重代入専用のダイアログが 2 つあります。

 [パターン分析] は、データ中の欠損値パターンの記述方法を提供しま
す。これは、代入前の検討段階で有用です。

 [欠損データ値を代入] は、多重代入の生成に使用されます。多重代入
データセットをサポートする手順を使用して、完全なデータセットを分
析することができます。多重代入データセットの分析およびこれらの
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データをサポートする手順のリストの詳細については、多重代入データ
の分析 p.32 を参照してください。

パターン分析

[パターン分析] は、データ中の欠損値パターンの記述方法を提供します。
これは、代入前の検討段階で有用です。

例:€あるデータ通信プロバイダは、顧客データベースにあるサービス利用
パターンをさらに良く理解したいと考えています。彼らは、顧客が使用す
るサービスの完全なデータセットを持っていますが、この企業が収集した
人口統計情報には、多くの欠損値が存在します。欠損値のパターンの分析
は代入の次のステップを決定するのに役立ちます。詳細は、 5 章 p.56 多
重代入を使用したデータセットの比較と分析 を参照してください。

欠損データのパターンを分析するには

メニューから次の項目を選択します。

分析(A) > 多重代入 > パターン分析...

図 3-1
[パターン分析] ダイアログ ボックス
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E 2 つ以上の分析変数を選択します。この手順により、これらの変数の欠損
データのパターンが分析されます。

オプション設定

分析の重み付け: この変数には、分析 (回帰または抽出) の重み付けが含ま
れます。この手順では、欠損値の要約に分析の重み付けが含まれます。負
の値または 0 の分析の重み付けを持つケースは除外されます。

出力。 オプションの出力は次のとおりです。

 欠損値の要約。 ここでは、パネルに分けられた円グラフが表示されま
す。このグラフでは、分析変数、ケース、または 1 つ以上の欠損値を
持つ個別のデータ値の数およびパーセントが示されます。

 欠損値のパターン。 ここでは、作表された欠損値のパターンが表示され
ます。それぞれのパターンは、分析変数に不完全および完全なデータの
同じパターンを持つケースのグループに対応します。この出力を使用
して、データに対して単調な代入を使用することができるか判定する
ことができます。使用できない場合は、データが単調なパターンにど
のくらい近似しているのか判断できます。この手順は分析変数に順序
を付けて、単調なパターンを明らかにしたり、単調なパターンに近づ
けたりします。並び替えの後に非単調パターンが存在しない場合は、
分析変数が順序付けられた際にデータは単調なパターンを持っている
と結論付けることができます。

 欠損値の最高度数を持つ変数。 ここでは、欠損値のパーセントの大きいも
の順に並び替えられた分析変数の表が表示されます。この表には、ス
ケール変数の記述統計 (平均値および標準偏差) が含まれます。

表示する変数の最大数および表示に含める変数の欠損の最小パーセン
トを制御することができます。両方の基準を満たす変数のセットが表
示されます。たとえば、変数の最大数を 50 に、最小の欠損パーセン
トを 25 に設定すると、最大で 50 個の 25% 以上の欠損値を持つ変数
を含む表の表示が要求されます。60 個の分析変数があり、そのうち
の 15 個のみが 25% 以上の欠損値を持っている場合、出力には 15 個の
変数のみが含まれます。

欠損データ値の代入

[欠損データ値を代入] は、多重代入の生成に使用されます。多重代入デー
タセットをサポートする手順を使用して、完全なデータセットを分析す
ることができます。多重代入データセットの分析およびこれらのデータ
をサポートする手順のリストの詳細については、多重代入データの分析
p.32 を参照してください。
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例:€あるデータ通信プロバイダは、顧客データベースにあるサービス利用
パターンをさらに良く理解したいと考えています。彼らは、顧客が使用す
るサービスの完全なデータセットを持っていますが、この企業が収集した
人口統計情報には、多くの欠損値が存在します。さらに、この値は完全に
ランダムで欠損しているわけではないため、多重代入を利用して、デー
タセットを完成させます。詳細は、 5 章 p.56 多重代入を使用したデー
タセットの比較と分析 を参照してください。

欠損データ値を代入するには

メニューから次の項目を選択します。

分析(A) > 多重代入 > 欠損データ値を代入...

図 3-2
[欠損データ値を代入 - 変数] タブ
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E 2 つ以上の変数を代入モデルで選択します。この手順により、これらの
変数の欠損データに複数の値が代入されます。

E 計算する代入の数を指定します。この値のデフォルトは 5 です。

E 代入されたデータを書き込むデータセットまたはIBM® SPSS® Statistics
フォーマット データ ファイルを指定します。

出力データセット欠損値を持つオリジナルのケース データと各代入に対
する代入値を持つケースのセットから成り立っています。例えば、オリ
ジナル データセットが 100 のケースがあり、5 の代入がある場合、出力
データセットは 600 ケースになります。入力データセットのすべての変数
は、出力データセットに含まれます。既存の変数の辞書のプロパティ (
名前、ラベルなど) は新しいデータセットにコピーされます。ファイル
は、新しい数値変数で代入を示す (元のデータは 0、代入値を持つケース
は 1..n) Imputation_を含みます。

この手順は、出力データセットが作成される際に自動的にImputation_変数
を分割変数 として定義します。この手順の実行の際に分割が有効になって
いる場合、出力データセットには、分割変数値の組み合わせに対する代入
がそれぞれ 1 セット含まれます。

オプション設定

分析の重み付け: この変数には、分析 (回帰または抽出) の重み付けが含ま
れます。この手順には、回帰における分析の重み付けおよび欠損値の代入
に使用される分類モデルが含まれます。分析の重み付けは、平均値、標準
偏差、標準誤差などの代入値の要約でも使用されます。負の値または 0 の
分析の重み付けを持つケースは除外されます。

測定レベルが不明なフィールドです。

データセットの 1 つまたは複数の変数 (フィールド) の尺度が不明な場
合、尺度の警告が表示されます。尺度はこの手順の結果の計算に影響を与
えるため、すべての変数に尺度を定義する必要があります。

図 3-3
尺度の警告
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 データをスキャン。 アクティブ データセットのデータを読み込み、デフォ
ルトの尺度を尺度が現在不明なフィールドに割り当てます。データセッ
トが大きい場合は時間がかかります。

 手動で割り当てる。 不明な尺度のフィールドをすべて表示するダイアログ
が開きます。このダイアログを使用して、尺度をこれらのフィールドに
割り当てることができます。データ エディタの [変数ビュー] でも、尺
度を割り当てることができます。

尺度がこの手順で重要であるため、すべてのフィールドに尺度が定義される
まで、ダイアログにアクセスしてこの手順を実行することはできません。

方法

図 3-4
[欠損データ値を代入 - 方法] タブ
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[方法] どのようにタブは使用されたモデルの型を含む欠損値が代入されるか
を指定します。カテゴリ予測変数はダミー コード化された指示変数です。

代入方法。自動方法はデータをスキャンして、データに単調なパターンの欠
損値が見られる場合は単調方法を使用します。それ以外の場合は、完全条
件指定が使用されます。使用する方法が決まっている場合、その方法をユー

ザー指定の方法として指定することができます。

 完全条件指定。 これは、欠損データのパターンが任意 (単調または
非単調) の場合に使用可能な反復マルコフ連鎖モンテカルロ (MCMC)
方法です。

変数リストで指定された順序の各変数と反復では、完全条件指定 (FCS)
方法が、予測変数としてモデル内のすべての他の使用可能な変数を使用
する 1 変数 (単一従属変数) に当てはまり、当てはまった変数の欠損値が
代入されます。　この方法は最大反復数に達するまで続き、最大反復数
での代入値が代入データセットに保存されます。 を参照してください。

最大反復回数。 これにより、FCS 方法で使用されるマルコフ連鎖により
取得される反復または “ステップ”の 数が指定されます。FCS 方法が
自動的に選択されている場合、デフォルトの反復回数である 10 が使用
されます。FCS を明示的に選択する場合、反復回数を指定することがで
きます。マルコフ連鎖が収束していない場合、反復回数を増やす必要が
あることがあります。[出力] タブでは、FCS 反復履歴データを保存し
て、収束を評価するためにプロットすることができます。

 単調。 これはデータに単調なパターンの欠損値がある場合のみ利用でき
る非反復方法です。変数に非欠損値があり、先行するすべての変数にも
非欠損値がある変数を並び替えられる場合、単調なパターンが存在しま
す。これを[ユーザー指定] として指定するときは、単調なパターンを表示
する順序のリストの変数を必ず否定してください。

単調順序の各変数では、単調方法が、予測変数としてモデル内の先行す
る変数を使用する 1 変数 (単一従属変数) に当てはまり、当てはまった
変数の欠損値が代入されます。　これらの代入された値は代入データ
セットに保存されます。 を参照してください。

2 次の交互作用を含める。 代入方法が自動的に選択される場合、各変数の代
入モデルには予測変数に対する定数項や主効果が含まれます。特定の方法
を選択する場合、オプションでカテゴリ予測変数の中から 2 次までの交
互作用を含めることができます。

スケール変数のモデルタイプ。 代入方法が自動的に選択される場合、線形回帰
がスケール変数の 1 変量モデルとして使用されます。特定の方法を選択す
る場合は、代わりに予測平均値一致 (PMM) をスケール変数のモデルとして
選択することができます。PMM は、最も近い観測値への回帰モデルを使用
して計算される代入値を一致させる線形回帰の可変配列です。
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ロジスティック回帰は、常にカテゴリ変数に対する 1 変量のモデルとし
て使用されます。モデルの種類にかかわらず、カテゴリ予測変数ははダ
ミー コード化された指示変数を使用して扱われます。

特異性許容度。特異 (または不可逆) 行列は、2 つ以上の列が線型従属に
なっており、推定アルゴリズムにとって大きな不都合となることがありま
す。準特異行列についても、十分な結果が得られない場合があります。そ
のためこの手続きでは、行列式が許容値未満である行列は、特異行列とみ
なされます。正の値を指定します。

制約

図 3-5
[欠損データ値を代入 - 制約] タブ
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[制約条件] タブを指定すると、代入中の変数の役割を制限することができ
ます。また、スケール変数の代入値を妥当な範囲に制限することもでき
ます。加えて、分析を欠損値の最大パーセントより少ない変数に制限す
ることもできます。

変数要約のデータのスキャン。[データのスキャン] をクリックすると、このリス
トには、分析変数とそれぞれの分析変数の観測された欠損パーセント、
最小値、および最大値が表示されます。[ケース] テキスト ボックスで
の指定に応じて、要約はすべてのケースに基づくか、あるいは最初の n
ケースのスキャンに限定されます。[データを再スキャン] をクリックする
と、分布の要約が更新されます。

制約の定義

 役割。 これを使用してカスタマイズすると、変数のセットが代入される
ようにしたり、予測変数として扱われるようにしたりすることができま
す。通常、各分析変数は、代入モデルの予測変数および独立変数の両
方であると考えられます。役割を使用して、予測変数としてのみ使用した
い変数への代入を無効にしたり、予測変数として使用されないように
変数を除外 (代入のみ) して、予測モデルをより小さくしたりするこ
とができます。これは、カテゴリ変数や予測変数として使用される変
数に指定することのできる唯一の制約です。

 最小と最大。 これらの列では、スケール変数への最大または最小の代入
値を指定することができます。代入値が指定された範囲から外れた場
合、範囲に含まれる値が得られるかあるいは最大引き出し数に達する (
下記の最大引き出し数を参照) まで、この手順により別の値が引き出され
ます。これらの列は、線型回帰がスケール変数モデルの種類として [方
法] タブで選択されている場合のみ使用できます。

 丸め。 いくつかの変数はスケールとして使用されますが、自然に制限さ
れる変数を持っています。例えば、世帯の人数は整数ですが、コンビニ
などで使用する金額は小数点以下はありません。 　この列により許容
できる最小の単位を指定できます。例えば、整数値を得るために、丸
め単位として 1 を指定し、近似値の銭に丸める値を得るには、0.01
を指定します。一般値は、丸められた単位の最も近い整数の倍数に丸
められます。以下の表には、6.64823 (丸め前) に対して異なる丸め
値がどのように作用するか示されています。

丸め単位 6.64832 が丸められる数値

10 10

1 7

0.25 6.75

0.1 6.6

0.01 6.65
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大量の欠損データを持つ変数を除外する。 分析変数が代入モデルを推定するた
めに十分なデータを持っている場合、通常、これらは所持している欠損値
の数に関わらず予測変数として代入され、使用されます。高いパーセント
の欠損値を持っている変数を除外するように指定することができます。た
とえば、50 を [欠損の最大パーセント] として指定した場合、50% より大きい
欠損値を持っている分析変数は代入されず、代入モデルで予測変数とし
て使用されることもありません。

最大引き出し数。 スケール変数の代入値に最小または最大値が指定されてい
る場合 (上記の最大と最小を参照) は、指定された範囲に収まる値のセットが
見つかるまで、この手順によりケースに対して値が引き出されます。ケー
スごとに指定された引き出し数内で値のセットが得られない場合、この手
順により別のセットのモデルパラメータが引き出され、ケース引き出しプ
ロセスが繰り返されます。指定されたケースおよびパラメータ引き出し回
数内で範囲内の値のセットが得られない場合は、エラーが発生します。

これらの値を増やすと、処理時間も長くなることに注意してください。こ
の手順の実行に長い時間が掛かったり、適切な引き出しを探し出せない場
合は、指定された最小値と最大値が適切かどうか確認してください。
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出力

図 3-6
[欠損データ値を代入 - 出力] タブ

表示。　出力表示を制御代入指定に関連する表、反復 (完全条件指定方法の
場合)、代入された従属変数、代入から除外された従属変数、および代入順
序を含む、全体的な代入要約は常に表示されます。分析変数の制約が指定
されている場合は、これも同様に表示されます。

 代入モデル。 ここでは、従属変数と予測変数の代入モデルに加え、1 変
量モデル タイプ、モデル効果、および代入値の数が表示されます。

 記述統計。 ここでは、値が代入される従属変数の記述統計が表示されま
す。スケール変数の場合、記述統計には、(代入前の) 元の入力データ
の平均値、度数、標準偏差、最小値、および最大値に加え、(代入によ
る) 代入値と完全なデータ (元の値と代入値の両方 — 代入による) が含
まれます。カテゴリ変数の場合、記述統計には、(代入前の) 元の入力
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データのカテゴリ別の度数とパーセントに加え、(代入による) 代入値
と完全なデータ (元の値と代入値の両方 — 代入による) が含まれます。

反復履歴。 完全条件指定代入方法が使用された場合は、FCS 代入の反復履歴
データを含むデータセットを要求することができます。このデータセッ
トには、反復による平均値と標準偏差、および値が代入される各スケー
ル従属変数への代入が含まれます。データをプロットして、モデル収束
の評価に利用することができます。詳細は、 5 章 p.77 FCS 収束の確
認 を参照してください。

MULTIPLE IMPUTATION コマンドの追加機能

コマンド シンタックス言語を使用して、次のことも実行できます。

 記述統計が表示される変数のサブセットを指定します
(IMPUTATIONSUMMARIES サブコマンド)。

 欠損パターンの分析と手順の 1 回の実行における代入を両方指定し
ます。

 モデル パラメータの最大数を指定するとその変数も代入できます
(MAXMODELPARAM キーワード)。

複雑なシンタックス情報については、「コマンド シンタックス リファレン
ス」を参照してください。

多重代入データを使用した作業

多重代入 (MI) データセットが作成されると、変数ラベル付きの
Imputation_ 、 代入番号 (Imputation_) が追加され、データセットはこ
の変数により昇順に並び替えられます。元のデータセットのケースは、
0 という値になります。代入値のケースには、1 から M までの番号が付
けられます。M は代入の数です。

データセットを開いたときに 代入 (Imputation_) がある場合、これはデー
タセットが MI データセットである可能性を示しています。

分析用の多重代入データセットのアクティブ化

分析で MI データセットして取り扱われるために、データセットは、[グ
ループの比較] オプションで 代入 (Imputation_) をグループ変数として使
用して、分割されている必要があります。 他の変数の分割も定義するこ
とができます。

メニューから次の項目を選択します。

データ > ファイルの分割(F)...



29

多重代入

図 3-7
[ファイルの分割] ダイアログ ボックス

E [グループの比較] を選択します。

E [代入番号 (Imputation_)] をケースをグループ化する変数として選択しま
す。

または、マーキングを有効にする際 (下記を参照) に、積によりファイルが
[代入番号 (Imputation_)] で自動的に分割されます。

観察値からの代入値の区別

セルの背景色、フォント、太字などを代入値に使用して、代入値を観察値
から区別することができます。有効なマーキングについての詳細は、多重
代入オプション p.39 を参照してください。代入欠損値のある現在のセッ
ションの新しいデータセットを作成するときは、デフォルトではマーキン
グは有効にされています。デフォルトでは、代入を含むデータ ファイルを
開くときは、マーキングは無効にされています。
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図 3-8
代入マーキングが無効なデータ エディタ

マーキングを有効にするには、データ エディタのメニューから次の項目
を選択します。

表示 > [代入データをマーク]

図 3-9
代入マーキングが有効なデータ エディタ

また、データ エディタのデータビュー内で編集バーの右端にある代入マー
キング ボタンをクリックして、マーキングを有効にすることもできます。

代入間の移動

E メニューから次の項目を選択します。

編集 > 代入に移動(M)...
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E ドロップダウン リストから代入 (またはオリジナルデータ) を選びます。

図 3-10
ダイアログ ボックスに移動

または、データ エディタのデータ ビューにある編集バーのドロップダウ
ン リストから代入を選択することもできます。

図 3-11
代入マーキングが有効なデータ エディタ

代入を選択する際、相対的なケース位置は保持されます。たとえば、オ
リジナルのデータセットに 1000 ケースがある場合、最初の代入の 34 番
目のケースであるケース 1034 がグリッドの一番上に表示されています。
代入 2 をドロップダウンで選択すると、2 番目の代入の 34 番目のケース
であるケース 2034 がグリッドの一番上に表示されます。元のデータをド
ロップダウンで選択すると、ケース 34 がグリッドの一番上に表示され
ます。また、代入を切り替える際はカラムの位置も保持されるので、代
入ごとの値を容易に比較することができます。
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代入値の変換と編集

代入データの変換を行う必要があることがあります。たとえば、給与変数
のすべての値のログを取得して、結果を新しい変数に保存したい場合など
です。代入されたデータを使用して計算された値は、元のデータを使用し
て計算した値と違う場合、代入値として扱われます。

データ エディタのセルで代入値を編集した場合、そのセルは引き続き代
入済みとして処理されます。このようにして代入値を編集することは推
奨されていません。

多重代入データの分析

多重代入データセットの分析から得られた結果のプールは、多くの手順
によりサポートされています。代入マーキングが有効な場合、プールを
サポートする手順の隣に特殊なアイコンが表示されます。たとえば、[分
析] メニューの [記述統計] サブメニューにある [度数分布表]、[記述統
計量]、[探索的]、および [クロス集計表] はすべてプールをサポートし
ますが、[比データ]、[正規 P-P プロット]、および [正規 Q-Q プロッ
ト] はサポートしません。
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図 3-12
代入マーキングが有効な分析メニュー

表の出力とモデル PMML の両方をプールすることができます。プールされた
出力を要求するための新しい手順はありません。多重代入の出力の包括的
な制御は、[オプション] ダイアログの新しいタブで行えます。

 表出力のプール 多重代入 (MI) データセットでサポートされている手
順を実行する場合、デフォルトで、結果はそれぞれの代入、元の (代
入されていない) データ、および代入での変数が考慮されたプールさ
れている (最終) 結果に対して自動的に生成されます。プールされた
統計は手順により変化します。

 PMML のプール。 プールされた PMML を PMML をエクスポートするサポート
されている手順から取得することもできます。プールされた PMML は同じ
方法で要求され、プールされていない PMML の代わりに保存されます。

サポートされていない手順は、プールされた出力もプールされていない
PMML ファイルのどちらも作成しません。

プールのレベル

出力は 2 つあるレベルの片方を使用してプールされます。
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 Naïve 組み合わせ。プールされたパラメータのみが利用可能です。

 1 変量の組み合わせ。 プールされたパラメータ、その標準誤差、検定統
計量と有効自由度、p 値、信頼区間、およびプール診断 (欠損情報の割
合、相対効率、分散の相対増加) が利用可能な場合表示されます。

係数 (回帰と相関）、平均値 （平均値の差)、度数はプールされます。統
計の標準誤差が利用できる場合は、1 変量プールが使用され、他の場合
は、naïve プールが使用されます。

プールをサポートする手順

次の手順では、MI データセットがそれぞれの出力に指定されたプールの
レベルでサポートされています。

度数

 統計量テーブルでは、1 変量プールにおける平均値 (標準誤差の平均値
も要求されている場合) と Naïve プールにおける有効 N と欠損 N が
サポートされています。

 度数分布表では、Naïve プールにおける度数がサポートされています。

記述統計量

 記述統計量テーブルでは、1 変量プールにおける平均値 (標準誤差の
平均値も要求されている場合) と Naïve プールにおける N がサポート
されています。

クロス集計表

 クロス表テーブルでは、Naïve プールにおける度数がサポートされ
ています。

平均

 レポートテーブルでは、1 変量プールにおける平均値 (標準誤差の平
均値も要求されている場合) と Naïve プールにおける N がサポート
されています。

1 サンプルの t 検定

 統計量テーブルでは、1 変量プールにおける平均値と Naïve プールにお
ける N がサポートされています。

 検定テーブルでは、Naïve プールにおける平均差がサポートされてい
ます。

独立したサンプルの t 検定
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 グループ統計量テーブルでは、1 変量プールにおける平均値と Naïve
プールにおける N がサポートされています。

 検定テーブルでは、1 変量プールにおける平均値の差がサポートされ
ます。

対応のあるサンプルの t 検定

 統計量テーブルでは、1 変量プールにおける平均値と Naïve プールにお
ける N がサポートされています。

 相関テーブルでは、Naïve プールにおける相関と N がサポートされ
ています。

 検定テーブルでは、1 変量プールにおける平均値がサポートされます。

一元配置分散分析

 記述統計量テーブルでは、1 変量プールにおける平均値と Naïve プール
における N がサポートされています。

 対比検定テーブルでは、1 変量プールにおける対比の値がサポート
されています。

GLM 1 変量、GLM 多変量、および GLM 反復

 被験者間因子テーブルでは、Naïve プールにおける N がサポートされ
ています。

 記述統計量テーブルでは、Naïve プールにおける平均値と N がサポート
されています。

 パラメータ推定値テーブルでは、1 変量プールにおける係数と B が
サポートされています。

 推定周辺平均の推定テーブルでは、1 変量プールにおける平均がサ
ポートされています。

 推定周辺平均のペアごとの比較テーブルでは、1 変量プールにおける平
均差がサポートされています。

線型混合モデル

 記述統計量テーブルでは、Naïve プールにおける平均値と N がサポート
されています。

 固定効果の推定値テーブルでは、1 変量プールにおける推定値がサ
ポートされます。

 共分散パラメータの推定値テーブルでは、1 変量プールにおける推定
値がサポートされます。

 推定周辺平均の推定テーブルでは、1 変量プールにおける平均がサ
ポートされています。

 推定周辺平均のペアごとの比較テーブルでは、1 変量プールにおける平
均差がサポートされています。
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一般化線型モデルと一般化推定方程式。これらの手順ではプールされた PMML
がサポートされます。

 カテゴリ変数情報テーブルでは、Naïve プールにおける N とパーセ
ントがサポートされています。

 連続変数情報テーブルでは、Naïve プールにおける N と平均値がサ
ポートされています。

 パラメータ推定値テーブルでは、1 変量プールにおける係数と B が
サポートされています。

 推定周辺平均の推定テーブルでは、1 変量のプーリングにおける平均が
サポートされています。

 推定周辺平均の推定テーブルでは、1 変量プールにおける平均がサ
ポートされています。

 推定周辺平均のペアごとの比較テーブルでは、1 変量プールにおける平
均差がサポートされています。

2 変量の相関分析

 記述統計量テーブルでは、Naïve プールにおける平均値と N がサポート
されています。

 相関テーブルでは、Naïve プールにおける相関と N がサポートされ
ています。

偏相関分析

 記述統計量テーブルでは、Naïve プールにおける平均値と N がサポート
されています。

 相関テーブルでは、Naïve プールにおける相関がサポートされてい
ます。

線型回帰。この手順ではプールされた PMML がサポートされます。

 記述統計量テーブルでは、Naïve プールにおける平均値と N がサポート
されています。

 相関テーブルでは、Naïve プールにおける相関と N がサポートされ
ています。

 係数テーブルでは、1 変量プールにおける B と Naïve プールにおける
相関がサポートされています。

 相関係数テーブルでは、Naïve プールにおける相関がサポートされ
ています。

 残差統計量テーブルでは、Naïve プールにおける平均値と N がサポート
されています。
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2 項ロジスティック回帰。この手順ではプールされた PMML がサポートされます。

 式に含まれる変数テーブルでは、1 変量プールにおける B がサポート
されています。

多項ロジスティック回帰。この手順ではプールされた PMML がサポートされま
す。

 パラメータ推定値テーブルでは、1 変量プールにおける係数と B が
サポートされています。

順序回帰

 パラメータ推定値テーブルでは、1 変量プールにおける係数と B が
サポートされています。

判別分析。この手順ではプールされたモデルの XML がサポートされます。

 グループ統計量テーブルでは、Naïve プールにおける平均値と有効
な N がサポートされています。

 プールされたグループ内行列テーブルでは、Naïve プールにおける
相関がサポートされています。

 正準判別関数係数テーブルでは、Naïve プールにおける標準化されてい
ない係数がサポートされています。

 グループの重心における関数テーブルでは、Naïve プールにおける標準
化されていない係数がサポートされています。

 分類関数係数テーブルでは、Naïve プールにおける係数がサポート
されています。

カイ 2 乗検定

 記述統計量テーブルでは、Naïve プールにおける平均値と N がサポート
されています。

 度数分布表では、Naïve プールで観測された N がサポートされてい
ます。

2 項検定

 記述統計量テーブルでは、Naïve プールにおける平均値と N がサポート
されています。

 検定テーブルでは、Naïve プールにおける N、観測比率、および検定
比率がサポートされています。

ラン検定

 記述統計量テーブルでは、Naïve プールにおける平均値と N がサポート
されています。
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1サンプルによる Kolmogorov-Smirnov 検定

 記述統計量テーブルでは、Naïve プールにおける平均値と N がサポート
されています。

2 個の独立サンプルの検定

 ランクテーブルでは、Naïve プールにおける平均ランクと N がサポート
されています。

 度数分布表では、Naïve プールにおける N がサポートされています。

複数の独立サンプルの検定

 ランクテーブルでは、Naïve プールにおける平均ランクと N がサポート
されています。

 度数分布表では、Naïve プールにおける度数がサポートされています。

2 個の対応サンプルの検定

 ランクテーブルでは、Naïve プールにおける平均ランクと N がサポート
されています。

 度数分布表では、Naïve プールにおける N がサポートされています。

複数の対応サンプルの検定

 ランクテーブルでは、Naïve プールにおける平均ランクがサポート
されています。

Cox 回帰分析。この手順ではプールされた PMML がサポートされます。

 式に含まれる変数テーブルでは、1 変量プールにおける B がサポート
されています。

 共変量平均値テーブルでは、Naïve プールにおける平均値がサポート
されています。
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多重代入オプション

図 3-13
[オプション] ダイアログ ボックス: [多重代入] タブ

[多重代入] タブでは、多重代入に関連する 2 種類の設定を制御します。

代入データの外観。デフォルトで、代入されたデータを含むセルは、代入
されていないデータを含むセルとは異なる背景色を持っています。代入
されたデータは特徴的な外観を持っているので、それらのセルはデータ
セットをスクロールして容易に探し出すことができます。デフォルトのセ
ル背景色とフォント ファミリは変更することができます。また、代入さ
れたデータを太字で表示することもできます。

分析出力。 このグループは、多重代入されたデータセットが分析される
際に常に生成されるビューア出力の種類を制御します。デフォルトで
は、出力は代入前の元のデータセットと代入された各データセットに対
して生成されます。また、代入されたデータのプールをサポートする手
順では、最終的なプールされた結果が生成されます。1 変量プールが実
行される場合は、プールの診断も表示されます。確認する必要のない出
力を無効にすることもできます。
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多重代入オプションを設定するには

メニューから次の項目を選択します。

[編集] > オプション

[多重代入] タブをクリックします。



パート II:
例



章

4
欠損値分析

欠損データのパターンの記述

あるデータ通信プロバイダは、顧客データベースにあるサービス利用パ
ターンをさらに良く理解したいと考えています。その企業は、さらに詳細
な分析を実行する前に、データが完全に無作為に欠損していることを確
認したいと考えています。

顧客データベースから無作為抽出したサンプルは、telco_missing.sav に
あります。 詳細は、 A 付録 p.93 サンプル ファイル を参照してください。

分析を実行して記述統計量を表示

E 欠損値分析を実行するには、メニューから次の項目を選択します。

[分析] > [欠損値分析]

© Copyright SPSS Inc. 1989, 2010 42
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図 4-1
[欠損値分析] ダイアログ ボックス

E カテゴリ変数として、「婚姻状況 [婚姻状況]」、「教育のレベル [教
育]」、「退職 [退職]」、および「性別 [性別]」を選択します。

E 量的 (スケール) 変数として「サービス月数 [期間]」から「世帯の人数 [
世帯人数]」までを選択します。

この時点で手続きを実行して 1 変量統計を得ることはできますが、ここで
は追加の記述統計を選択します。

E [記述統計] をクリックします。
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図 4-2
[欠損値分析: 記述統計] ダイアログ ボックス

[記述統計] ダイアログ ボックスでは、出力に表示するさまざまな記述統計
量を指定できます。デフォルトの 1 変量統計量は、欠損データの大まかな
範囲を判断するのに役立ちますが、指示変数統計量では、1 つの変数に
おける欠損データのパターンが、どのようにその他の変数値へ影響する
かについての詳細がわかります。

E [指示変数で形成されるグループでの t 検定] を選択します。

E [カテゴリ変数と指示変数のクロス集計表] を選択します。

E [続行] をクリックします。

E [欠損値分析] メイン ダイアログ ボックスの [OK] をクリックします。

記述統計の評価

今回の例では、出力に次の項目が含まれます。

 1 変量統計

 その他の変数が存在または欠損しているときのサブグループの平均値を
含む、個別分散 t 検定のテーブル

 それぞれの量的 (スケール) 変数で各カテゴリの欠損データの度数を表
示する、カテゴリ変数ごとのテーブル
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図 4-3
1 変量統計テーブル

1 変量統計では、変数ごとに欠損データの範囲の外観がわかります。各
変数の非欠損値の数は [N] 列に表示され、欠損値の数は [欠損数] 列に
表示されます。[欠損パーセント] 列は、欠損値があるケースのパーセン
テージを表示し、変数間で欠損データの範囲を比較するのに良い尺度にな
ります。[収入 (家族全体の収入)] で欠損値があるケースが最大 (17.9%)
となっており、[年齢 (年齢)] で最小 (2.5%) となっています。[収入] に
は、極値も最大数あります。
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図 4-4
個別分散 t 検定テーブル

個別分散 t 検定テーブルは、量的 (スケール) 変数に影響を与えている 欠損
値のパターンが、どの変数であるかを特定するのに役立ちます。t 検定は、
個々のケースで変数が存在するか欠損しているかを特定する指示変数を使
用して計算します。指示変数のサブグループの平均値も表にします。最低
5% のケースで変数に欠損値がある場合にのみ、指示変数が作成されます。

年齢の高い回答者は、収入レベルを報告しない傾向にあることが示さ
れています。[収入] が欠損している場合の平均の [年齢] は 49.73 であ
り、それに対して、[収入] が非欠損である場合は 40.01 となっていま
す。実際に、[収入] の欠損は、複数の量的 (スケール) 変数の平均に影
響しているように思われます。これは、データが完全に無作為に欠損し
ていないという指標の一つです。
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図 4-5
婚姻状況 [婚姻] のクロス集計表

カテゴリ変数と指示変数のクロス集計表から、個別分散 t 検定テーブル
にあるものと類似していることがわかります。指示変数を再度作成する
と、このとき以外は、各カテゴリ変数についての全カテゴリにおける度数
の計算に使用されます。その値は、欠損値についてカテゴリ間で差があ
るかどうかの判断に役立ちます。

[婚姻 (婚姻状況)] のテーブルを見ると、指示変数内の欠損値数は [婚
姻] カテゴリ間であまり変動していないことがわかります。ある人が既婚か
未婚であるかは、いずれの量的 (スケール) 変数についても、データが欠損
することに影響がないように思われます。たとえば、未婚の人は、85.5% が
[居住年数 (現住所での居住年数)] を報告しており、既婚の人は 83.4% が報
告しています。この差は非常に小さく、偶然によるものと思われます。
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図 4-6
教育レベルのクロス集計表

次に、[教育 (教育レベル)] のクロス集計表について考察します。回答
者が少なくともなんらかの大学教育を受けている場合は、婚姻状況の回
答について欠損が多い傾向にあります。大学教育を受けていない回答者
の少なくとも 98.5% は婚姻状況を報告しています。一方、大卒で婚姻状
況を報告した人はわずか 81.1% でした。これは、何らかの大学教育を受
けているが学位がない人よりも低い数字です。
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図 4-7
退職状況 [退職] のクロス集計表

[退職 (退職状況)] では、さらに大きな差があることが確認できます。退職
者は非退職者に比べて、収入を報告しない傾向がかなりあります。退職し
ている顧客のうち収入レベルを報告したのはわずか 46.3% であり、一方、
非退職者で収入レベルを報告している割合は 83.7% でした。
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図 4-8
性別 [性別] のクロス集計表

[性別 (性別)] では別の相違点があります。住所情報は女性よりも男性に
欠損が多くみられます。この相違は偶然である可能性もありますが、そ
うではないように思われます。データは完全に無作為に欠損しているよ
うには見えません。

欠損データのパターンに注目して詳細を検討します。
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パターンを表示するために分析を再実行
図 4-9
[欠損値分析] ダイアログ ボックス

E [欠損値分析のリコール] ダイアログ ボックス。このダイアログは、前回の
分析で使用した変数を記憶しています。それを変更しないでください。

E [パターン] をクリックします。
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図 4-10
[Missing Value Analysis Patterns (欠損値分析 - パターン)] ダイアログ ボックス

[パターン] ダイアログ ボックスでは、さまざまなパターンのテーブルを選
択できます。欠損値パターンでグループ化され、集計されたパターンを表
示します。[教育 (教育レベル)]、[退職 (退職状況)] 、および [性別 (性
別)] での欠損パターンは、データに影響を与えたように思われるので、こ
れらの変数の追加情報の表示を選択します。欠損値が非常に多いという理
由から、[収入 (家族全体の収入)] の追加情報も含めます。

E [欠損値パターンでグループ化され、集計されたケース] を選択します。

E [収入]、[教育]、[退職]、および [性別] を選択し、[追加情報] リスト
に追加します。

E [続行] をクリックします。

E [欠損値分析] メイン ダイアログ ボックスの [OK] をクリックします。
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パターン テーブルの評価
図 4-11
集計されたパターン テーブル

集計されたパターン テーブルでは、個々のケースについて、複数の変数
でデータ欠損が出る傾向にあるかを表示します。これは、データが同時
に欠損しているかどうかの判断に役立ちます。

1% 以上のケースで同時に欠損データが発生しているパターンは 3 つあ
ります。変数 [勤続年数 (現職の雇用期間)] および [退職 (退職状況)]
は共に、他のペアより欠損している場合がよくあります。[退職状況] お
よび [勤続年数] の記録は類似している情報なので、これは驚くことで
はありません。回答者が退職しているかどうかわからない場合は、回答
者の勤続年数もおそらくわからないでしょう。

[収入 (家族全体の収入)] の平均は、欠損値パターンによってかなり変
動しているように思われます。特に、[婚姻 (婚姻状況)] が欠損している場
合に、[収入] の平均は、このケースで 6% (1000 件中 60 件)も高くなって
います([期間 (サービス月数)] が欠損している場合も高くなっています
が、このパターンはわずか 1.7% のケースにしかありません)。 より高いレ
ベルの教育を受けた人は、婚姻状況についての質問に回答しない傾向が
あったことを思い出してください。[教育 (教育レベル)] に示された度数
で、この傾向がわかります。より高いレベルの教育を受けた人は、より
高い収入を得て婚姻状況を報告しない傾向にあると仮定することで、[収
入] の増加について説明できるかもしれません。

記述統計と欠損データのパターンを考慮すると、データは完全に無作為
に欠損していないと結論付けることができます。EM 推定値と併せて表示さ
れている Little の MCAR 検定を通じて、この結論を確認できます。
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Little の MCAR 検定のために分析を再実行
図 4-12
[欠損値分析] ダイアログ ボックス

E [欠損値分析のリコール] ダイアログ ボックス。

E [EM] をクリックします。

E [OK] をクリックします。

図 4-13
EM 平均値テーブル

Little の MCAR 検定の結果は、それぞれの EM 推定値テーブルの脚注に表示
されます。Little の MCAR 検定の帰無仮説は、データが完全に無作為に欠
損している (MCAR) ことです。欠損値パターンがデータ値によらない場合
は、データは MCAR です。このサンプルでは有意確率が 0.05 未満なので、



55

欠損値分析

データは完全に無作為に欠損していないと結論付けることができます。こ
れによって、記述統計と集計したパターンから得た結論を確認できます。

この点で、データは完全に無作為に欠損していないため、リストごとに
欠損値を持つケースを削除、または欠損値を単独で代入することは適切
ではありません。ただし、複数代入を使用して、データセットをより詳
細に分析できます。
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5
[多重代入]

多重代入を使用したデータセットの比較と分析

あるデータ通信プロバイダは、顧客データベースにあるサービス利用パ
ターンをさらに良く理解したいと考えています。彼らは、顧客が使用する
サービスの完全なデータセットを持っていますが、この企業が収集した人
口統計情報には、多くの欠損値が存在します。さらに、この値は完全に
ランダムで欠損しているわけではないため、多重代入を利用して、デー
タセットを完成させます。

顧客データベースから無作為抽出したサンプルは、telco_missing.sav に
あります。 詳細は、 A 付録 p.93 サンプル ファイル を参照してください。

欠損値のパターンの分析

E 第一段階として、欠損値のパターンを調べます。メニューから次の項目
を選択します。

[分析] > [多重代入] > [パターン分析]

© Copyright SPSS Inc. 1989, 2010 56
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図 5-1
[パターン分析] ダイアログ

E 分析変数として「サービス月数 [期間]」から「世帯の人数 [世帯人数]」
までを選択します。

全体の要約

図 5-2
欠損値の全体の要約
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欠損値の全体の要約は、データの欠損値の異なる要素を表す 3 つの円グ
ラフを表示します。

 変数グラフは、10 個の分析変数ごとに、ケースに少なくとも １ つの欠
損値が含まれることを示しています。

 ケース グラフは、1000 ケース中の 525 ケースが、変数に少なくとも
１ つの欠損値を持つことを示しています。

 値グラフは、1000 の値中の 792 個 (ケース × 変数) が欠損してい
ることを示しています。

欠損値を含むケースは、平均で、変数 10 個につき、約 1.5 個の欠損値
を持っています。これは、リストごとに削除を行うと、データセットの
情報の多くが失われることを意味しています。

変数の要約

図 5-3
変数の要約

変数の要約は、少なくとも 10% の欠損値を含む変数として表示され、テー
ブルのそれぞれの変数の欠損値の数とパーセントを示します。さらに、ス
ケール変数の有効な値の平均値と標準偏差と、すべての変数の有効な値の
数を表示します。「世帯全体の収入」、「現住所の居住年月」、および
「婚姻状況」は、この順に最も多く欠損値が含まれています。
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パターン

図 5-4
欠損値パターン

パターン グラフは、分析変数の欠損値パターンを表示します。それぞれの
パターンは、不完全および完全なデータの同じパターンを持つケースのグ
ループに対応します。たとえば、パターン 1 は、欠損値のないケースを表
し、パターン 33 は、欠損値が「家族人数 (家族の人数)」および「居住年数
(現住所での居住年数)」に存在するケースを表し、パターン 66 は、欠損値
が「性別 (性別)」、「婚姻状況 (婚姻状況)」、「居住年数」、および「収
入 (家族全体の収入)」に存在するケースを表します。データセットは潜在
的に 2 種類の変数の数パターンになります。10 個の分析変数は 210=1024 で
すが、66 パターンのみが、データセットの 1000 ケース内に示されます。

グラフは、単調性を明らかにするために、分析変数とパターンを整理し
ます。具体的には、変数は左から右に欠損値の昇順に並べられます。パ
ターンは、最後の変数によってソートされ (最初に非欠損値、次に欠損
値)、次に最後から 2　番目の変数によってソートされるというように、右
から左に処理されます。これにより、データに対して単調な代入を使用
できるか判定することができます。使用できない場合は、データが単調
なパターンにどのくらい近似しているのかが明らかになります。データ
が単調である場合、グラフのすべての欠損セルと非欠損セルは連続しま
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す。つまり、グラフの右下部に非欠損セルの「島」はできず、グラフの左
上部に欠損セルの「島」ができたりしません。

このデータセットは単調でなく、単調性を実現するために、代入する
必要のある値が多く存在します。

図 5-5
パターン度数

パターンが要求された場合、対となる棒グラフは、各パターンのケースの
パーセントを表示します。これは、データセットのケースの半数以上がパ
ターン 1 であることを示し、欠損値パターン グラムは、これが欠損値を含
まないケースのパターンであることを示します。パターン 43 は、「収入」
に欠損値を含むケースを表し、パターン 30 は、「居住年数」に欠損値を含
むケースを表し、パターン 20 は、「婚姻状況」に欠損値を含むケースを表
します。ケースの大部分、およそ 5 分の 4 は、これらの 4 つのパターンで
表されます。10 種類の最も頻繁に現われるパターンの中で、複数の変数に
欠損値を含むケースを表すのは、パターン 14、60、56 だけです。

単調方法の使用が実現できない場合を除いて、欠損パターンの分析で、
多重代入を行うための特定の障害が明らかになることはありません。
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欠損値の自動代入

値を代入する用意ができたので、自動設定で実行してみましょう。ただ
し、代入を要求する前に、乱数シードを設定します。乱数シードを設定す
ると、分析を正確に複製できます。

E 乱数シードを設定するには、メニューから次の項目を選択します。

[変換] > [乱数ジェネレータ...]

図 5-6
[乱数ジェネレータ] ダイアログ ボックス

E [アクティブ ジェネレータを設定] を選択します。

E [Mersenne Twister] を選択します。

E [出発点 (スターティング ポイント) の設定] を選択します。

E [固定値] を選択し、値として 「20070525」と入力します。

E [OK] をクリックします。

E 欠損データ値を多重代入するには、メニューから次の項目を選択します。

[分析] > [多重代入] > [欠損データ値を代入]
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図 5-7
[欠損データ値の代入] ダイアログ

E 代入モデルの変数として「サービス月数 [期間]」から「世帯の人数 [
世帯人数]」までを選択します。

E 代入データを保存するデータセットとして、「telcoImputed」と入力します。

E [出力] タブをクリックします。
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図 5-8
[出力] タブ

E [代入値を持つ変数の記述統計量] を選択します。

E [OK] をクリックします。

代入指定

図 5-9
代入指定
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代入指定テーブルは、指定が正しいにことを確認するために、これまでに
行った指定を確認するのに役立ちます。

代入結果

図 5-10
代入結果

代入結果は、代入プロセスにおいて、実際に何が起こっているかの概要を
確認できます。特に次の点に注意する必要があります。

 指定テーブルの代入方法は [自動] で、自動で実際に選択される方法
は、[完全条件指定] です。

 要求された変数はすべて代入されます。

 代入順序は、変数が欠損値パターン グラフの x-軸に出現する順番です。
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代入モデル

図 5-11
代入モデル

代入モデル テーブルでは、それぞれの変数がどのように代入されたか
を、さらに詳細に確認することができます。特に次の点に注意する必
要があります。

 変数は、代入順序の順でリストアップされます。

 スケール変数は、線型回帰モデルにモデル化され、カテゴリ変数は、ロ
ジスティック回帰モデルにモデル化されます。

 それぞれのモデルは、その他すべての変数を.主効果として使用します。

 各変数の欠損値の数が、その変数に代入された値の総数とともに報告
されます (欠損数 × 代入数)。
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[記述統計]

図 5-12
期間 (サービス月間) の記述統計量

記述統計量テーブルは、代入値を持つ変数の要約を示します。個々のテー
ブルは、変数ごとに作成されます。表示される統計量の種類は、スケー
ル変数かカテゴリ変数かによって変わります。

スケール変数の統計量には、元のデータの度数、平均値、標準偏差、最
小値、最大値、それぞれの代入値、およびそれぞれの完全なデータセット
(元の値と代入値の組み合わせ) が含まれます。

「期間 (サービス月間)」の記述統計量は、元のデータの値とほぼ等し
い代入値のセットにおける平均値と標準偏差を表します。ただし、最小
値で、「期間」にマイナスの値が代入されていることで、明らかな問題
があることが分かります。
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図 5-13
婚姻状況の記述統計量

カテゴリ変数では、統計量には、元のデータのカテゴリの度数とパーセン
ト、代入値、および完全なデータが含まれます。「婚姻状況」のテーブ
ルには、面白い結果が含まれています。代入値として、ケースの大部分
が、もとのデータより多く結婚しているものと推定されています。これ
は、ランダムな変動、つまり、欠損の機会がこの変数の値と関連している
ことに起因する場合があります。
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図 5-14
収入 (家族全体の収入) の記述統計量

「期間」と同様に、その他すべてのスケール変数、「収入 (家族全体の収
入)」はマイナスの代入値 — を示しており、特定の変数に制約条件を設けて
ユーザー指定によるモデルを実行する必要があります。しかし、「収入」
に、別の潜在的な問題があります。代入ごとの平均値が元のデータよりか
なり高く、代入ごとの最大値が元のデータよりかなり低くなっています。
収入の分布は、かなり右に歪んだ傾向にあり、したがって、これが問題
の原因である可能性があります。

ユーザー指定による代入モデル

代入値が各変数の値の妥当な範囲外に出てしまうことを避けるため、変
数に制約条件を設けてユーザー指定による代入モデルを指定します。さ
らに、「家族全体の収入」がかなり右に歪んでおり、詳細な分析に「収
入」の対数を使用するのが望ましいため、収入の対数を直接入力して
も問題ないと思われます。

E 元のデータセットがアクティブであることを確認します。

E 収入の対数の変数を作成するには、メニューから次の項目を選択します。

[変換] > [変数の計算...]
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図 5-15
[変数の計算] ダイアログ

E 目標変数として 「lninc」と入力します。

E 数式として「ln(income)」と入力します。

E [型 & ラベル] をクリックします。
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図 5-16
[型とラベルの定義] ダイアログ ボックス

E ラベルに「Log of income」と入力します。

E [続行] をクリックします。

E [変数の計算] ダイアログ ボックスで [OK] をクリックします。
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図 5-17
代入モデルの家族全体の収入を置き換える「Log of income」 という [変数] タブ

E [欠損データ値を代入] ダイアログ ボックスをもう一度開き、[変数] タブ
をクリックします。

E [家族全体の収入 [収入]] のチェックを外し、モデルの変数として [Log
of income [lninc]] を選択します。

E [方法] タブをクリックします。
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図 5-18
既存のデータセットの置き換えの警告

E 警告が表示された場合は、[はい] をクリックします。

図 5-19
[方法] タブ

E [ユーザー指定] を選択し、 代入方法として、[完全条件指定] を選択したま
まの状態にします。

E [制約条件] タブをクリックします。
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図 5-20
[制約条件] タブ

E [データのスキャン] をクリックします。

E [制約の定義] グリッドで、「サービス月間 [期間]」の最小値に「1」と入
力します。

E 「年齢」の最小値として「18」と入力します。.

E 「居住年数 (現住所での居住年数)」の最小値として「0」と入力します。.

E 「雇用 (勤続年数)」の最小値として「0」と入力します。

E 「同居人数 (世帯の同居人数)」の最小値として「1」、丸めとして「1」と入
力します。他のスケール変数の多くは、整数値として報告されますが、現
在の住所に誰かが 13.8 年間住んでいると仮定することはできますが、2.2
人がそこに住んでいるとは実際は考えられません。
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E 「lninc (収入の対数)」の最小値として「0」と入力します。

E [出力] タブをクリックします。

図 5-21
[出力] タブ

E [反復の記述を作成] を選択し、新しいデータセット名として、「telcoFCS」
と入力します。

E [OK] をクリックします。
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代入制限

図 5-22
代入制限

ユーザー指定の代入モデルは、結果として、代入モデルに設けられた
制約を確認する新しいテーブルになります。すべては、ユーザーの指
定にしたがって、作成されます。

[記述統計]

図 5-23
期間 (サービス月間) の記述統計量

制約条件が設けられたユーザー指定の代入モデルの「期間 (サービス月
間)」の記述統計量テーブルは、「期間」に、マイナスの値が代入される問
題が解決していることが分かります。
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図 5-24
婚姻状況の記述統計量

「婚姻状況」のテーブルは、分布が元のデータにさらに一致した代入 (3)
が行われていますが、大部分は依然として、元のデータよりも多くのケー
スが婚姻状態にあることを示しています。これは、ランダムな変動が原因
であることが考えられますが、これらの値がランダムに欠損 (MAR) してい
ないかどうかを決定するために、詳細にデータを研究する必要があるかも
しれません。ここでは、これ以上追求することはしません。
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図 5-25
lninc (収入の対数) の記述統計量

「期間」と同様、その他すべてのスケール変数、「lninc (収入の対数)」
は、マイナスの代入値を表しません。さらに、代入の平均値は、—「収入」
スケールの自動代入の実行時より元のデータの平均値に近く、「lninc 」
の元のデータの平均値は、約 e3.9291=50.86 です。それに対し、代入の標準
的な平均値は、約 e4.2=66.69 です。また、それぞれの代入の最大値は、元
のデータの最大値に近くなっています。

FCS 収束の確認

完全条件指定代入方法を使用する場合、反復による平均値と標準偏差のプ
ロットおよび、モデル収束の評価に利用するために代入される値のスケー
ル従属変数ごとの代入を確認するのが良いです。

E この種類の図表を作成するには、telcoFCS データセットをアクティブに
し、メニューから次の項目を選択します。

[グラフ] > [図表ビルダー...]
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図 5-26
図表ビルダー、複数の線のプロット

E [線] ギャラリを選択し、[複数の線] を選択します。

E 「サービス月間 [期間]」を、Y 軸にプロットする変数として選択します。

E X 軸にプロットする変数として、[反復回数[Iteration_]] を選択します。

E 色を設定する変数として [反復回数[Iteration_]] を選択します。
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図 5-27
図表ビルダー、要素のプロパティ

E 要素のプロパティで、表示する統計量として [値] を選択します。

E [適用] をクリックします。

E 図表ビルダーで、[グループ/ポイント ID] タブをクリックします。
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図 5-28
図表ビルダー、[グループ/ポイント ID] タブ

E [行パネル変数] を選択します。

E パネル変数として、[要約統計量 [SummaryStatistic_]] を選択します。

E [OK] をクリックします。
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FCS 収束グラフ

図 5-29
FCS 収束グラフ

複数の線グラフを 1 組作成して、5 回の要求された代入それぞれに、FCS 代
入方法の反復ごとの「サービス月間 [期間] 」の代入値の平均値と標準偏
差を表示しました。このプロットの目的は、線のパターンを確認するこ
とです。パターンは無く、「ランダム」であるようです。他のスケール
変数についても、同様のプロットを作成することができますが、そのプ
ロットも、認識できるパターンを示しません。

完成したデータの分析

代入値が、満足のいくものであるので、「完成した」データの分析を実行
してみましょう。データセットには、顧客ベースをサービスの使用パター
ンによって区分する変数「顧客カテゴリ [custcat]」があり、顧客を 4 つ
のグループに分類します。顧客がどのグループに属するかを、人口統計情
報を使用したモデルを適用して予測できれば、個々の見込み客にあわせて
サービスをカスタマイズすることができます。
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E telcoImputed データセットをアクティブにします。完成したデータの多
項ロジスティック回帰モデルを作成するには、メニューから次の項目
を選択します。

[分析] > [回帰] > [多項ロジスティック...]

図 5-30
[多項ロジスティック回帰] ダイアログ

E 従属変数として [顧客カテゴリ] を選択します。

E 因子として、「婚姻状況」、「教育のレベル」、「退職」、および「性
別」を選択します。

E 共変量として、「年齢」、「現住所の居住年数」、「勤続年数」、「世帯
の同居人数」、「収入の対数」を選択します。

E 他の顧客を、基本サービスに加入している顧客と比較したい場合には、
[顧客カテゴリ] を選択して、[参照カテゴリ] をクリックします。
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図 5-31
[参照カテゴリ] ダイアログ ボックス

E [最初のカテゴリ] を選択します。

E [続行] をクリックします。

E [多項ロジスティック回帰] ダイアログ ボックスで、[モデル] をクリッ
クします。
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図 5-32
[モデル] ダイアログ ボックス

E [ユーザー指定/ステップワイズ] を選択します。

E [ステップワイズ項の構築] ドロップダウンから、[主効果] を選択します。

E [ステップワイズの項] として、「lninc」から「同居人数」までを選
択します。

E [続行] をクリックします。

E [多項ロジスティック回帰] ダイアログ ボックスで、[OK] をクリック
します。
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ステップ要約

図 5-33
ステップの要約

多項ロジスティック回帰は、回帰係数のプールをサポートします。ただ
し、出力の「all」テーブルは、代入と元のデータの結果を表すことに注意
してください。これは、ファイルがImputation_ で分割されるためであり、
したがって、分割変数を使用するすべてのテーブルは、分割ファイル グ
ループをまとめて 1 つのテーブルに示します。

パラメータ推定値テーブルは、プールされた推定値を表示しないため、
ステップの要約を確認します。モデル効果のステップワイズの選択を要求
し、効果の同じセットはすべての代入で選択されていません。このため、
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プールを実行することはできません。ただし、これは、有益な情報を提供し
ています。「学歴 (教育レベル)」、「雇用 (勤続年数)」、「婚姻状況」、
「居住年数」が、代入においてステップワイズの選択で頻繁に選択されてい
るためです。この予測変数だけを使用して、他のモデルを適用しましょう。

予測変数のサブセットを使用してモデルを実行

図 5-34
[モデル] ダイアログ

E [多項ロジスティック回帰] ダイアログ ボックスをもう一度開き、[モデル]

をクリックします。

E [ステップワイズの項] リストから変数の選択を解除します。

E [強制投入の項の構築] ドロップダウンから、[主効果] を選択します。
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E 強制投入の項として、「雇用」、「婚姻状況」、「学歴」、「居住年
数」を選択します。

E [続行] をクリックします。

E [多項ロジスティック回帰] ダイアログ ボックスで、[OK] をクリック
します。

プールされたパラメータ推定値

このテーブルはかなり大きいですが、ピボットすることで、出力を様々な
有益な視点で確認することができます。

図 5-35
プールされたパラメータ推定値

E テーブルをアクティブ化 (ダブルクリック) し、メニューから [ピボット ト

レイ] を選択します。
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図 5-36
プールされたパラメータ推定値

E 行から層に「反復回数」を移動します。

E [反復回数] ドロップダウン リストから [Pooled] を選択します。
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図 5-37
プールされたパラメータ推定値

このビューは、プールされた結果のすべての統計量を示します。欠損値の
ないデータセットのテーブルと同様に、この係数を使用したり、解釈す
ることができます。

パラメータ推定値テーブルは、各予測変数の効果をまとめたものです。
この係数と標準誤差の比を 2 乗すると、Wald 統計量に等しくなります。
Wald 統計量の有意水準が小さい (0.05 未満) 場合、そのパラメータは
0 ではありません。

 有意な負の係数をもつパラメータは、参照カテゴリに対する応答カ
テゴリの尤度を減少させます。

 正の係数を持つパラメータで、その応答カテゴリの尤度が大きくなり
ます。

 定数項がある場合、各因子の最後のカテゴリと関連するパラメータは
冗長です。

これらは、テーブルに追加される 3 つの列で、プールされた出力の詳細な
情報を提供します。「欠損情報の割合」は、「完全な」情報に対する欠損
情報の割合推定値で、反応がない場合は、「分散の相対増加」に基づきま
す。これは、代入間と回帰係数の代入分散の平均の(調整された) 割合で
す。「相対効率」は、この推定値と代入の無限数で計算された (理論上の)
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推定値の比較です。相対効率は、欠損情報の割合とプールされた結果を得
るために使用された代入回数によって決定されます。欠損情報の割合が大
きい場合、より多くの代入で、相対効率を 1 に近づけ、プールされた推定
値を理想的な推定値に近づける必要があります。

図 5-38
プールされたパラメータ推定値

E もう一度テーブルをアクティブ化 (ダブルクリック) し、メニューから [ピ

ボット トレイ] を選択します。

E 層から列に「反復回数」を移動します。

E 列から層に「統計量」を移動します。

E ドロップダウン リストから、[B] を選択します。
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図 5-39
プールされたパラメータ推定値、列の反復数と層の統計量

このテーブル ビューは、代入から代入への回帰係数推定値の変動を視覚的
に確認するために、代入の値同士を比較したり、元のデータと比較するの
に役立ちます。特に、統計量を層から、Std.Error に切り替えることで、
多重代入によって、係数推定値とリストごとの削除 (元のデータ) との比較
において、変動がどれくらい減少したかを確認することができます。
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図 5-40
警告

ただし、この例では、元のデータセットが実際にエラーを発生させま
す。このエラーは、テーブルの元のデータ列の「プラス サービス」定数
項と「学歴 (教育レベル) 」の非冗長レベルの非常に大きなパラメータ
推定値の原因です。

[要約]

多重代入手順を使用して、欠損値のパターンを分析して、単純なリスト
ごとの削除を使用すると、多くの情報が失われる可能性があることが分
かりました。最初に多重代入を自動実行した後で、代入値を妥当な範囲
内に収めるには、制約条件が必要であることが分かりました。制約条件
を設けて実行することで、適切な値が作成されます。FCS 方法が収束し
ないことの明白は証拠はありませんでした。多重代入値で「完成した」
データセットを使用することで、多項ロジスティック回帰をデータに適用
して、プールされた回帰推定値を入手し、さらに、元のデータでリスト
ごとの削除を使用したのでは実際にできなかった、最終モデルが適用で
きることが分かりました。



付録

A
サンプル ファイル

製品とともにインストールされるサンプル ファイルは、インストール ディ
レクトリの Samples サブディレクトリにあります。 [サンプル] サブディレ
クトリ内に次の各言語の別のフォルダがあります。英語、フランス語、ド
イツ語、イタリア語、日本語、韓国語、ポーランド語、ロシア語、簡体字
中国語、スペイン語、そして繁体中国語です。

すべてのサンプル ファイルが、すべての言語で使用できるわけではありま
せん。サンプル ファイルがある言語で使用できない場合、その言語のフォ
ルダには、サンプル ファイルの英語バージョンが含まれています。

説明

以下は、このドキュメントのさまざまな例で使用されているサンプル
ファイルの簡単な説明です。

 accidents.sav。 与えられた地域での自動車事故の危険因子を年齢および
性別ごとに調べている保険会社に関する架空のデータ ファイルです。
各ケースが、年齢カテゴリと性別のクロス分類に対応します。

 adl.sav。脳卒中患者に提案される治療の効果を特定するための取り組
みに関する架空のデータ ファイルです。医師団は、女性の脳卒中患
者たちを、2 つのグループのいずれかにランダムに割り当てました。
一方のグループは標準的な理学療法を受け、もう一方のグループは感
情面の治療も追加で受けました。治療の 3 か月後に、各患者が日常
生活の一般的な行動をどの程度とることができるかを、順序変数と
して得点付けしました。

 advert.sav。広告費とその売上成果の関係を調べるための小売業者の取り
組みに関する架空のデータ ファイルです。この小売業者は、そのため
に、過去の売上と、それに関係する広告費のデータを収集しました。

 aflatoxin.sav。収穫物によって濃度が大きく異なる毒物であるアフラト
キシンを、トウモロコシの収穫物に関して検定することに関する架
空のデータ ファイルです。ある穀物加工業者は、8 つそれぞれの収
穫物から 16 のサンプルを受け取って、10 億分の 1 単位でアフラト
キシン レベルを測定しました。

© Copyright SPSS Inc. 1989, 2010 93
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 aflatoxin20.sav。このデータ ファイルには、aflatoxin.sav データ ファイ
ルの収穫物 4 および 8 の 16 個のサンプルに関して、アフラトキシン
の測定結果が含まれています。

 anorectic.sav。拒食行動または過食行動の標準的な症状の特定を目指し
て、調査員 が、摂食障害を持つ大人 55 人の調査を行いました。各患者
が 4 年間で 4 回診察を受けたので、観測値は合計で 220 になりまし
た。観測値ごとに、16 種類の症状に関して患者の得点が記録されまし
た。患者 71 (2 回目)、患者 76 (2 回目)、患者 47 (3 回目) の症状の得
点が見つからなかったので、残っている 217 回分の観測値が有効です。

 autoaccidents.sav。運転手の年齢や性別も考慮したうえで運転手ごとの
自動車事故の数をモデリングするための、ある保険アナリストの取り
組みに関する架空のデータ ファイルです。各ケースが別々の運転
手を表し、運転手の性別、年齢、最近 5 年間の自動車事故の回数が
記録されています。

 band.sav。このデータ ファイルには、あるバンドの音楽 CD の架空の週間
売上数が含まれています。3 つの予測変数のデータも含まれています。

 bankloan.sav。債務不履行率を低減させるための銀行の取り組みに関する
架空のデータ ファイルです。このファイルには、過去の顧客および見
込み客 850 人に関する財務情報と人口統計情報が含まれています。最
初の 700 ケースは、以前に貸付を行った顧客です。残りの 150 ケー
スは見込み顧客で、これらの顧客に関して銀行は信用リスクの良し悪
しを分類する必要があります。

 bankloan_binning.sav。過去の顧客 5,000 人に関する財務情報と人口統計情
報を含む架空のデータ ファイルです。

 behavior.sav。52 人の学生に 15 の状況と 15 の行動の組み合わせについ
て、0 = 「非常に適切」から 9 = 「非常に不適切」までの 10 段階で
ランク付けするよう依頼した研究があります 。個人間の平均を取っ
たため、値は非類似度としてみなされます。

 behavior_ini.sav。このデータ ファイルには、behavior.sav の 2 次元の解
の初期布置が含まれています。

 brakes.sav。高性能自動車のディスク ブレーキを生産している工場での品
質管理に関する架空のデータ ファイルです。このデータ ファイルに
は、8 台の機械で生産した 16 個のディスクの直径測定値が含まれてい
ます。ブレーキの目標の直径は 322 ミリメートルです。

 breakfast.sav。21 人の Wharton School MBA の学生およびその配偶者に、15
種類の朝食を好みの順に (1 = 「最も好き」から 15 = 「最も嫌い」ま
で) ランク付けするよう依頼した研究があります 。調査対象者の嗜好
は、「すべて」から「スナックとドリンクのみ」まで、6 つの異なるシ
ナリオに基づいて記録されました。

 breakfast-overall.sav。このデータ ファイルには、最初のシナリオ (「すべ
て」) のみの朝食の好みが含まれています。
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 broadband_1.sav。全国規模のブロードバンド サービスの地域ごとの契約
者数を含む架空のデータ ファイルです。このデータ ファイルには、85
地域の月々の契約者数が 4 年間分含まれています。

 broadband_2.sav。このデータ ファイルは broadband_1.sav と同じですが、
データが 3 か月分追加されています。

 car_insurance_claims.sav。他の場所 で表示および分析される、自動車の損
害請求に関するデータセットです。逆リンク関数を使用して従属変数の
平均値を保険契約者の年齢、車種、製造年の線型結合と関連付けること
により、平均請求数はガンマ分布としてモデリングできます。申請され
た請求の数は、尺度重み付けとして使用できます。

 car_sales.sav。このデータ ファイルには、自動車のさまざまな車種やモデ
ルの架空の売上推定値、定価、仕様が含まれています。定価と仕様はそ
れぞれ、edmunds.com と製造元のサイトから入手しました。

 car_sales_uprepared.sav。 変換したバージョンのフィールドを含まない
car_sales.sav の修正したバージョンです。

 carpet.sav。一般的な例 としては、新しいカーペット専用洗剤を市販する
ことに関心のある企業が消費者の嗜好に関する 5 種類の因子 (パッケー
ジのデザイン、ブランド名、価格、サービスシール、料金の払い戻し)
の影響について調べたい場合があります。パッケージのデザインには、
3 つの因子レベルがあります。それぞれ塗布用ブラシの位置が異なりま
す。また、3 つのブランド名 (K2R、Glory、および Bissell)、3 つの
価格水準があり、最後の 2 つの因子のそれぞれに対しては 2 つのレ
ベル (「なし」または「あり」) があります。10 人の消費者が、これ
らの因子により定義された 22 個のプロファイルに順位を付けます。
変数「嗜好」には、各プロファイルの平均順位の序列が含まれていま
す。順位が低いほど、嗜好度は高くなります。この変数には、各プロ
ファイルの嗜好測定値がすべて反映されます。

 carpet_prefs.sav。このデータ ファイルは carpet.sav と同じ例に基づいて
いますが、10 人の消費者それぞれから収集した実際のランキングが含
まれています。消費者は、22 種類の製品プロファイルを、一番好きな
ものから一番嫌いなものまで順位付けすることを依頼されています。変
数 PREF1 から PREF22 には、carpet_plan.sav で定義されている、関連
するプロファイルの ID が含まれています。

 catalog.sav。このデータ ファイルには、あるカタログ会社が販売した
3 つの製品の、架空の月間売上高が含まれています。5 つの予測変
数のデータも含まれています。

 catalog_seasfac.sav。このデータ ファイルは catalog.sav と同じですが、
季節性の分解手続きとそれに付随する日付変数から計算した一連の
季節因子が追加されています。
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 cellular.sav。解約率を削減するための携帯電話会社の取り組みに関する架
空のデータ ファイルです。解約の傾向スコアは、0 ～ 100 の範囲でア
カウントに適用されます。スコアリングが 50 以上のアカウントはプロ
バイダの変更を考えている場合があります。

 ceramics.sav。新しい上質の合金に標準的な合金より高い耐熱性があるか
どうかを特定するための、ある製造業者の取り組みに関する架空のデー
タ ファイルです。各ケースが 1 つの合金の別々のテストを表し、軸受
けの耐熱温度が記録されます。

 cereal.sav。880 人を対象に、朝食の好みについて、年齢、性別、婚姻
状況、ライフスタイルが活動的かどうか (週 2 回以上運動するか) を
含めて調査した、架空のデータ ファイルです。各ケースが別々の
回答者を表します。

 clothing_defects.sav。ある衣料品工場での品質管理工程に関する架空の
データ ファイルです。工場で生産される各ロットから、調査員が衣料
品のサンプルを取り出し、不良品の数を数えます。

 coffee.sav。このデータ ファイルは、6 つのアイスコーヒー ブランド に
ついて受けた印象に関連しています。回答者は、アイス コーヒーに対
する 23 の各印象属性に対して、その属性が言い表していると思われる
すべてのブランドを選択しました。機密保持のため、6 つのブランドを
AA、BB、CC、DD、EE、および FF で表しています。

 contacts.sav。企業のコンピュータ営業グループの担当者リストに関する
架空のデータ ファイルです。各担当者は、所属する会社の部門および
会社のランクによって分類されています。また、最新の販売金額、最後
の販売以降の経過時間、担当者の会社の規模も記録されています。

 creditpromo.sav。最近のクレジット カード プロモーションの有効性を評
価するための、あるデパートの取り組みに関する架空のデータ ファイ
ルです。このために、500 人のカード所有者がランダムに選択されま
した。そのうち半分には、今後 3 か月間の買い物に関して利率を下
げることをプロモーションする広告を送付しました。残り半分には、
通常どおりの定期的な広告を送付しました。

 customer_dbase.sav。自社のデータ ウェアハウスにある情報を使用して、
反応がありそうな顧客に対して特典を提供するための、ある会社の取り
組みに関する架空のデータ ファイルです。顧客ベースのサブセットを
ランダムに選択して特典を提供し、顧客の反応が記録されています。

 customer_information.sav。 名前や住所など、顧客の連絡先情報を含む架空
のデータ ファイルです。

 customer_subset.sav。customer_dbase.sav の 80 件のケースのサブセット。

 customers_model.sav。このファイルには、あるマーケティング キャンペー
ンの対象になった個人に関する架空のデータが含まれています。人口統
計情報、購入暦の概要、各個人がキャンペーンに反応したかどうか、な
どのデータが含まれています。各ケースが別々の個人を表します。
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 customers_new.sav。このファイルには、あるマーケティング キャンペー
ンの候補である個人に関する架空のデータが含まれています。各個人
の人口統計情報および購入暦の概要のデータが含まれています。各
ケースが別々の個人を表します。

 debate.sav。政治討論の出席者に対して行った調査の、討論の前後それ
ぞれの回答に関する架空のデータ ファイルです。各ケースが別々
の回答者に対応します。

 debate_aggregate.sav。debate.sav 内の回答を集計する、架空のデータ
ファイルです。各ケースが、討論前後の好みのクロス分類に対応し
ています。

 demo.sav。月々の特典を送付することを目的とした、購入顧客のデータ
ベースに関する架空のデータ ファイルです。顧客が特典に反応したか
どうかが、さまざまな人口統計情報と共に記録されています。

 demo_cs_1.sav。調査情報のデータベースをコンパイルするための、ある
会社の取り組みの最初のステップに関する架空のデータ ファイルで
す。各ケースが別々の都市に対応し、地域、地方、地区、および都市の
ID が記録されています。

 demo_cs_2.sav。調査情報のデータベースをコンパイルするための、ある
会社の取り組みの第 2 のステップに関する架空のデータ ファイルで
す。各ケースが、最初のステップで選択した都市の別々の世帯単位に対
応し、地域、地方、地区、都市、区画、および単位の ID が記録されま
す。計画の最初の 2 つの段階からの抽出情報も含まれています。

 demo_cs.sav。コンプレックス サンプル計画を使用して収集された調査情
報を含む架空のデータ ファイルです。各ケースが別々の世帯単位に対
応し、さまざまな人口統計情報および抽出情報が記録されています。

 dmdata.sav。これは、人口統計およびダイレクト マーケティングの購入
情報のデータを含む架空のデータ ファイルです。dmdata2.sav には、テ
スト メールを受け取った連絡先のサブセットに関する情報が含まれ、
dmdata3.sav には、テスト メールを受け取っていない残りの連絡先に
関する情報が含まれています。

 dietstudy.sav。この架空のデータ ファイルには、”Stillman diet” の
研究結果が含まれています。各ケースが別々の被験者に対応し、被験
者のダイエット前後の体重 (ポンド単位) と、トリグルセリド レベル
(mg/100 ml 単位) が記録されています。

 dvdplayer.sav。新しい DVD プレーヤーの開発に関する架空のデータ ファ
イルです。プロトタイプを使用して、マーケティング チームはフォー
カス グループ データを収集しました。各ケースが別々の調査対象ユー
ザーに対応し、ユーザーの人口統計情報と、プロトタイプに関する質問
への回答が記録されています。

 german_credit.sav。このデータ ファイルは、カリフォルニア大学アーバ
イン校の Repository of Machine Learning Databases にある “German
credit” データセットから取ったものです。
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 grocery_1month.sav。この架空のデータ ファイルは、grocery_coupons.sav
データ ファイルの週ごとの購入を「ロールアップ」して、各ケースが
別々の顧客に対応するようにしたものです。その結果、週ごとに変わっ
ていた変数の一部が表示されなくなり、買物の総額が、調査を行った 4
週間の買物額の合計になっています。

 grocery_coupons.sav。顧客の購買習慣に関心を持っている食料雑貨店
チェーンが収集した調査データを含む架空のデータ ファイルです。各
顧客を 4 週間に渡って追跡し、各ケースが別々の顧客の週に対応して
います。その週に食料品に費やした金額も含め、顧客がいつどこで買物
をするかに関する情報が記録されています。

 guttman.sav。Bell は、予想される社会グループを示す表を作成しまし
た。Guttman は、この表の一部を使用しました。この表では、社会交互
作用、グループへの帰属感、メンバとの物理的な近接性、関係の形式
化などを表す 5 個の変数が、理論上の 7 つの社会グループと交差し
ています。このグループには、観衆 (例、フットボールの試合の観戦
者)、視聴者 (例、映画館または授業の参加者)、公衆 (例、新聞やテレ
ビの視聴者)、暴徒 (観衆に似ているが、より強い交互作用がある)、
第一次集団 (親密な関係)、第二次集団 (自発的な集団)、および近代
コミュニティ (物理的により密接した近接性と特化されたサービスの
必要性によるゆるい同盟関係) があります。

 health_funding.sav。医療用資金 (人口 100 人あたりの金額)、罹患率 (人口
10,000 人あたりの人数)、医療サービス機関への訪問率 (人口 10,000
人あたりの人数) のデータを含む、架空のデータ ファイルです。各
ケースが別々の都市を表します。

 hivassay.sav。HIV 感染を発見する迅速な分析方法を開発するための、ある
製薬研究所の取り組みに関する架空のデータ ファイルです。分析の結
果は、8 段階の濃さの赤で表現され、色が濃いほど感染の可能性が高く
なります。研究所では 2,000 件の血液サンプルに関して試験を行い、
その半数が HIV に感染しており、半分は感染していませんでした。

 hourlywagedata.sav。管理職から現場担当まで、またさまざまな経験レベ
ルの看護師の時給に関する架空のデータ ファイルです。

 insurance_claims.sav。不正請求の恐れがある、疑いを区別するためにモデ
ルを作成する必要がある保険会社の仮説データ ファイルです。各ケー
スがそれぞれの請求を表します。

 insure.sav。10 年満期の生命保険契約に対し、顧客が請求を行うかどうか
を示す危険因子を調査している保険会社に関する架空のデータ ファイ
ルです。データ ファイルの各ケースは、年齢と性別が一致する、請求
を行った契約と行わなかった契約のペアを表します。

 judges.sav。訓練を受けた審判 (および 1 人のファン) が 300 件の体操の
演技に対して付けた得点に関する架空のデータ ファイルです。各行が
別々の演技を表し、審判たちは同じ演技を見ました。
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 kinship_dat.sav。Rosenberg と Kim は、15 種類の親族関係用語 (祖父、祖
母、父、母、叔父、叔母、兄弟、姉妹、いとこ、息子、娘、甥、姪、孫
息子、孫娘) の分析を行いました。Rosenberg と Kim は、大学生の 4 つ
のグループ (女性 2 組、男性 2 組) に、類似性に基づいて上記の用語
を並べ替えるよう依頼しました。2 つのグループ (女性 1 組、男性 1
組) には、1 回目と違う条件に基づいて、2 回目の並べ替えをするよう
に頼みました。このようにして、合計で 6 つの「ソース」が取得で
きました。各ソースは、 の近接行列に対応します。この近接
行列のセルの数は、ソースの人数から、ソース内でオブジェクトを分
割した回数を引いたものです。

 kinship_ini.sav。このデータ ファイルには、kinship_dat.sav の 3 次元の解
の初期布置が含まれています。

 kinship_var.sav。このデータ ファイルには、kinship_dat.sav の解の次元
の解釈に使用できる独立変数である性別、世代、および(ation), and
親等が含まれています。特に、解の空間をこれらの変数の線型結合に
制限するために使用できます。

 marketvalues.sav。1999 ～ 2000 年の間の、イリノイ州アルゴンキンの新
興住宅地での住宅売上に関するデータ ファイルです。個の売り上げ
は、公的レコードの一種です。

 nhis2000_subset.sav。National Health Interview Survey (NHIS) は、米国国
民を対象とした人口ベースの大規模な調査です。全国の代表的な世帯サ
ンプルについて対面式で調査が行われます。各世帯のメンバーに関
して、人口統計情報、健康に関する行動および状態の観
測値が得られます。このデータ ファイルには、2000 年の
調査から得られた情報のサブセットが含まれています。
National Center for Health Statistics。National Health
Interview Survey, 2000。一般使用データおよびドキュメント。
ftp://ftp.cdc.gov/pub/Health_Statistics/NCHS/Datasets/NHIS/2000/。
2003 年にアクセス。

 ozone.sav。データには、残りの変数からオゾン濃度を予測するための、6
個の気象変数に対する 330 個の観測値が含まれています。それまでの
研究者 、が、他の研究者と共に、これらの変数間に非線型性を確認し
ています。この場合、標準的な回帰アプローチは使用できません。

 pain_medication.sav。この架空のデータ ファイルには、慢性関節炎を治療
する抗炎症薬の臨床試験の結果が含まれています。特に興味深いこと
は、薬の効果が出るまでの時間と、既存の薬剤との比較です。

 patient_los.sav。この架空のデータ ファイルには、心筋梗塞 (MI、また
は「心臓発作」) の疑いで入院した患者の治療記録が含まれていま
す。各ケースが別々の患者に対応し、入院に関連する多くの変数が
記録されています。
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 patlos_sample.sav。この架空のデータ ファイルには、心筋梗塞 (MI、また
は「心臓発作」) の治療中に血栓溶解剤を投薬された患者のサンプル
の治療記録が含まれています。各ケースが別々の患者に対応し、入院
に関連する多くの変数が記録されています。

 polishing.sav。これは、Data and Story Library の “Nambeware Polishing
Times” データ ファイルです。生産スケジュールを立てるための、金
属食器製造業者 (ニューメキシコ州サンタフェの Nambe Mills) の取
り組みに関連しています。各ケースが、生産ラインの別々の製品を表
します。各製品に関して、直径、研磨時間、価格、製品タイプが記録
されています。

 poll_cs.sav。市民の法案支持率を議会開会前に特定するための、世論調査
員の取り組みに関する架空のデータ ファイルです。各ケースは登録
有権者に対応しています。ケースごとに、有権者が居住している郡、
町、区域が記録されています。

 poll_cs_sample.sav。この架空のデータ ファイルには、poll_cs.sav の有権
者のサンプルが含まれています。サンプルは、poll.csplan 計画ファ
イルで指定されている計画に従って抽出され、このデータ ファイル
には包含確率およびサンプル重み付けが記録されています。ただし、
抽出計画では確率比例 (PPS) 法を使用するため、結合選択確率を含
むファイル (poll_jointprob.sav) もあります。サンプル抽出後、有
権者の人口統計および法案に関する意見に対応する追加の変数が収集
され、データ ファイルに追加されました。

 property_assess.sav。限られたリソースで資産価値評価を最新に保つた
めの、郡の評価担当者の取り組みに関する架空のデータ ファイルで
す。各ケースは、前年に郡内で売却された資産に対応します。データ
ファイル内の各ケースでは、資産が存在する町、最後に訪問した評価
担当者、その評価からの経過時間、当時行われた評価、および資産の
売却価値が記録されています。

 property_assess_cs.sav。限られたリソースで資産価値評価を最新に保つた
めの、州の評価担当者の取り組みに関する架空のデータ ファイルで
す。各ケースは州内の資産に対応します。データ ファイル内の各ケー
スでは、資産が存在する郡、町、および区域、最後の評価からの経過時
間、および当時行われた評価が記録されています。

 property_assess_cs_sample.sav。この架空のデータ ファイルには、
property_assess_cs.sav の資産のサンプルが含まれています。サンプ
ルは、property_assess.csplan 計画ファイルで指定されている計画に
従って抽出され、このデータ ファイルには包含確率およびサンプル重
み付けが記録されています。サンプル抽出後、現在の価値変数が収集
され、データ ファイルに追加されました。

 recidivism.sav。管轄地域での累犯率を把握するための、政府の法執行機関
の取り組みに関する架空のデータ ファイルです。各ケースは元犯罪者
に対応し、人口統計情報、最初の犯罪の詳細、初犯から 2 年以内の場
合は 2 回目の逮捕までの期間が記録されています。
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 recidivism_cs_sample.sav。管轄地域での累犯率を把握するための、政府の
法執行機関の取り組みに関する架空のデータ ファイルです。各ケース
は 2003 年の 7 月に最初の逮捕から釈放された元犯罪者に対応し、人口
統計情報、最初の犯罪の詳細、2006 年 7 月までの 2 回目の逮捕のデー
タが記録されています。犯罪者は recidivism_cs.csplan で指定され
た抽出計画に従って抽出された部門から選択されます。 調査では確
率比例 (PPS) 法を採用したため、結合選択確率を保持したファイル
(recidivism_cs_jointprob.sav) も用意されています。

 rfm_transactions.sav。 購入日、購入品目、各取引のマネタリー量など、購
買取引データを含む架空のデータ ファイルです。

 salesperformance.sav。2 つの新しい販売トレーニング コースの評価に関す
る架空のデータ ファイルです。60 人の従業員が 3 つのグループに分け
られ、全員が標準のトレーニングを受けます。さらに、グループ 2 は
技術トレーニングを、グループ 3 は実践的なチュートリアルを受けま
す。トレーニング コースの最後に各従業員がテストを受け、得点が記
録されました。データ ファイルの各ケースは別々の訓練生を表し、割
り当てられたグループと、テストの得点が記録されています。

 satisf.sav。ある小売業者が 4 箇所の店舗で行った満足度調査に関する架
空のデータ ファイルです。合計で 582 人の顧客を調査し、各ケースは
1 人の顧客からの回答を表します。

 screws.sav。このデータ ファイルには、ねじ、ボルト、ナット、鋲 (びょ
う) の特性に関する情報が含まれています。

 shampoo_ph.sav。あるヘアケア製品工場での品質管理に関する架空のデー
タ ファイルです。定期的に、6 つの異なる製品が測定され、pH が記録
されます。目標範囲は 4.5 ～ 5.5 です。

 ships.sav。他の場所 で表示および分析される、波による貨物船への損害
に関するデータセットです。件数は、船舶の種類、建造期間、および
サービス期間によって、ポワゾン率で発生するものとしてモデリングで
きます。因子のクロス分類によって形成されたテーブルの各セルのサー
ビス月数の集計によって、危険にさらされる確率の値が得られます。

 site.sav。業務拡大に向けて新たな用地を選択するための、ある会社の取
り組みに関する架空のデータ ファイルです。2 人のコンサルタントを
雇って、用地を別々に評価させました。広範囲のレポートに加えて、各
用地を「良い」、「普通」、「悪い」のいずれかで集計しました。

 smokers.sav。このデータ ファイルは、1998 年の National Household
Survey of Drug Abuse から抜粋したものであり、アメリカの世帯の確
率サンプルです。(http://dx.doi.org/10.3886/ICPSR02934) したがっ
て、このデータ ファイルを分析する場合は、まず人口の傾向を反映さ
せてデータを重み付けする必要があります。

 stroke_clean.sav。この架空のデータ ファイルには、[データの準備] オ
プションの手続きを使用して整理した後の、医療データベースの状態
が含まれています。

http://dx.doi.org/10.3886/ICPSR02934
http://dx.doi.org/10.3886/ICPSR02934
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 stroke_invalid.sav。この架空のデータ ファイルには、医療データベースの
初期状態が含まれており、データ入力にいくつかエラーがあります。

 stroke_survival。 この架空のデータ ファイルは、虚血性脳卒中で数回の困
難に直面した後リハビリ プログラムを終えた患者の生存時間に関する
ものです。脳卒中後、心筋梗塞の発生、虚血性脳卒中、または出血性
脳卒中が注意され、イベントの時間が記録されます。脳卒中後に実施
されたリハビリ プログラムの最後まで生存した患者のみが含まれる
ため、サンプルは左側が切り捨てられます。

 stroke_valid.sav。この架空のデータ ファイルには、[データの検証] 手続
きを使用して確認した後の、医療データベースの状態が含まれていま
す。異常である可能性のあるケースが含まれています。

 survey_sample.sav。 このデータ ファイルには、人口統計データおよびさ
まざまな態度指標などの調査データが含まれています。これは「1998
NORC General Social Survey」の変数のサブセットに基づいています
が、いくつかのデータ値が変更され、追加の架空変数がデモの目的で
追加されています。

 telco.sav。顧客ベースにおける解約率を削減するための電気通信会社の
取り組みに関する架空のデータ ファイルです。各ケースが別々の顧
客に対応し、人口統計やサービス利用状況などのさまざまな情報が
記録されています。

 telco_extra.sav。このデータ ファイルは telco.sav データ ファイルに似て
いますが、「期間」および対数変換された顧客支出の属性が削除され、
標準化された対数変換顧客支出の変数に置き換えられています。

 telco_missing.sav。このデータ ファイルは telco.sav データ ファイルの
サブセットですが、一部の人口統計データ値が欠損値に置き換えられ
ています。

 testmarket.sav。この架空のデータ ファイルは、新しいメニューを追加
しようというファースト フード チェーンの計画に関連しています。
新製品をプロモーションするためのキャンペーンには 3 つの候補が
あるため、新メニューはいくつかのランダムに選択した市場にある場
所で紹介されます。場所ごとに別々のプロモーションを使用し、最
初の 4 週間の新メニューの週間売上高が記録されます。各ケースが
場所と週に対応します。

 testmarket_1month.sav。この架空のデータ ファイルは、testmarket.sav
データ ファイルの週ごとの売上を「ロールアップ」して、各ケースが
別々の場所に対応するようにしたものです。その結果、週ごとに変わっ
ていた変数の一部が表示されなくなり、売上高が、調査を行った 4 週
間の売上高の合計になっています。

 tree_car.sav。これは、人口統計および自動車購入価格のデータを含む架
空のデータ ファイルです。

 tree_credit.sav。これは、人口統計および銀行ローン履歴のデータを含
む架空のデータ ファイルです。
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 tree_missing_data.sav。これは、人口統計および銀行ローン履歴のデータ
と、多数の欠損値を含む架空のデータ ファイルです。

 tree_score_car.sav。これは、人口統計および自動車購入価格のデータを含
む架空のデータ ファイルです。

 tree_textdata.sav。尺度および値ラベルを割り当てる前の、変数のデフォ
ルトの状態を示すことを主な目的とする、変数を 2 つだけ含む単純
なデータ ファイルです。

 tv-survey.sav。テレビ スタジオで実施された、ヒットした番組の放送
期間を延長するかどうかを検討する調査に関する架空のデータ ファ
イルです。906 人の回答者に、さまざまな条件下でこの番組を視聴す
るかどうかを質問しました。各行は別々の回答者を表し、各列は別々
の条件を表します。

 ulcer_recurrence.sav。このファイルには、潰瘍の再発を防ぐための 2 つ
の治療の有効性を比較するように計画された調査の情報の一部が含ま
れています。これは区間調査の良い例であり、他の場所 で表示お
よび分析されています。

 ulcer_recurrence_recoded.sav。このファイルでは、ulcer_recurrence.sav
の情報が、単に調査終了時のイベント確率ではなく調査の区間ごとの
イベント確率をモデリングできるように再編成されています。これは
他の場所 で表示および分析されています。

 verd1985.sav。このデータ ファイルは調査 に関連しています。8 つの変数
に対する 15 人の被験者の回答を記録しました。対象となる変数が 3 つ
のグループに分類されます。グループ 1 には「年齢」と「婚姻」、
グループ 2 には「ペット」と「新聞」、グループ 3 には「音楽」と
「居住地域」がそれぞれ含まれます。「ペット」は多重名義として尺度
化され、「年齢」は順序として尺度化されます。また、その他のすべ
ての変数は単一名義として尺度化されます。

 virus.sav。自社のネットワーク上のウィルスの影響を特定するための、イ
ンターネット サービス プロバイダ (ISP) の取り組みに関する架空の
データ ファイルです。この ISP は、ネットワーク上の感染した E メー
ル トラフィックの (およその) パーセンテージを、発見の瞬間から脅威
が阻止されるまで追跡しました。

 wheeze_steubenville.sav。これは、子供 に対する大気汚染の健康上の影響
の長期調査から得られたサブセットです。このデータには、オハイオ州
スビューベンビルの 7 歳、8 歳、9 歳、10 歳の子供を対象に行った、喘
鳴の状態の反復 2 値測定と、調査の初年に母親が喫煙していたかどう
かの固定記録が含まれています。

 workprog.sav。体の不自由な人をより良い仕事に就かせようとする政府
の事業プログラムに関する架空のデータ ファイルです。プログラム
の参加者候補のサンプルが追跡されました。その中には、ランダムに
選ばれてプログラムに登録された人と、そうでない人がいました。各
ケースが別々のプログラム参加者を表します。
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This information contains examples of data and reports used in daily
business operations. To illustrate them as completely as possible,
the examples include the names of individuals, companies, brands, and
products. All of these names are fictitious and any similarity to the
names and addresses used by an actual business enterprise is entirely
coincidental.

COPYRIGHT LICENSE:
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using, marketing or distributing application programs conforming to the
application programming interface for the operating platform for which
the sample programs are written. These examples have not been thoroughly
tested under all conditions. SPSS Inc., therefore, cannot guarantee or
imply reliability, serviceability, or function of these programs. The
sample programs are provided “AS IS”, without warranty of any kind.
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the sample programs.
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